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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号生成回路
と、
　を備え、
　前記位置検出装置のセンサからの信号には、前記センサで位置指示器からの帰還信号と
して検出するための位置検出用信号と、前記発光素子の発光を制御するための発光制御信
号とを含むものであり、前記位置検出装置のセンサは、前記位置検出用信号と前記発光制
御信号とを交互に時分割で一定の周期をもって送信する、または、前記位置検出用信号お
よび前記発光制御信号を別々の信号とせずに一つの信号として兼用する信号を送信し、
　前記信号生成回路は、前記共振回路で受信された前記位置検出用信号と前記発光制御信
号とを含む信号を受けて、発光駆動制御信号を生成し、
　前記信号生成回路で生成された前記発光駆動制御信号により前記発光素子が駆動制御さ
れることで、前記位置検出装置による前記発光素子の発光制御がなされる
　ことを特徴とする位置指示器。
【請求項２】
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　発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号生成回路
と、
　を備え、
　前記信号生成回路で生成された前記発光駆動制御信号により前記発光素子が駆動制御さ
れることで、前記位置検出装置による前記発光素子の発光制御がなされ、
　前記発光素子は、前記発光駆動制御信号により、位置指示器の前記センサからの距離に
応じた発光強度で発光する
　ことを特徴とする位置指示器。
【請求項３】
　複数本の位置指示器用カートリッジが筒状の筐体内に収納されており、その内の１本を
選択的に、前記筐体の開口から前記位置指示器用カートリッジの芯体部のペン先部側を外
部に突出させるようにするノック式ボールペンの機構が設けられている位置指示器であっ
て、
　前記位置指示器用カートリッジは、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルが磁性体コアに巻回され
ていると共に、少なくとも前記磁性体コアの前記コイルが巻回されていない部分を保護材
で覆うようにしてペン先部が形成された芯体部と、
　筒状体部と、
　前記筒状体部に収納される、前記コイルに並列に接続されて共振回路を構成するコンデ
ンサと、
　前記筒状体部に設けられる発光素子と、
　前記筒状体部内に設けられる、前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄
積し、前記蓄積された電力に基づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制
御信号を生成する信号生成回路と、
　を備え、
　前記信号生成回路で生成された前記発光駆動制御信号により前記発光素子が駆動制御さ
れることで、前記位置検出装置による前記発光素子の発光制御がなされる
　ことを特徴とする位置指示器。
【請求項４】
　前記ノック式ボールペンの機構により前記筐体の前記開口から前記芯体部の一端側が外
部に突出する状態になったときに前記位置指示器用カートリッジの前記発光素子を発光さ
せるように前記信号生成回路は、前記発光駆動制御信号を生成する
　ことを特徴とする請求項３に記載の位置指示器。
【請求項５】
　前記コイルと前記コンデンサとの間には、使用者の操作に応じて開閉制御されるスイッ
チが設けられており、使用者による前記ノック式ボールペンの機構の操作により前記筐体
の前記開口から前記芯体部の前記一端側が外部に突出する状態になったときに、前記スイ
ッチが閉じられる
　ことを特徴とする請求項３又は請求項４に記載の位置指示器。
【請求項６】
　発光色が異なる複数個の発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記複数個の発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号
生成回路と、
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　を備え、
　前記信号生成回路で生成された前記発光駆動制御信号により、位置指示器の前記センサ
からの距離に応じて異なる発光色の前記発光素子が発光するように発光制御がなされる
　ことを特徴とする位置指示器。
【請求項７】
　前記位置検出装置のセンサからの信号には、前記センサで位置指示器からの帰還信号と
して検出するための位置検出用信号と、前記発光素子の発光を制御するための発光制御信
号とを含むものであり、
　前記信号生成回路は、前記共振回路で受信された前記位置検出用信号と前記発光制御信
号とを含む信号を受けて、前記発光駆動制御信号を生成する
　ことを特徴とする請求項２～請求項６のいずれかに記載の位置指示器。
【請求項８】
　発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号生成回路
と、
　位置指示器の識別情報を記憶し、当該記憶している前記識別情報を、前記位置検出装置
に送信する回路と、
　を備え、
　前記位置検出装置のセンサからの信号には、前記センサで位置指示器からの帰還信号と
して検出するための位置検出用信号と、前記発光素子の発光を制御するための発光制御信
号とを含むものであり、
　前記位置検出装置は、受信した前記識別情報に応じた信号を前記発光制御信号として前
記センサから送信し、
　前記信号生成回路は、前記共振回路で受信された前記位置検出用信号と前記発光制御信
号としての前記識別情報とを含む信号を受けて、前記発光駆動制御信号を生成し、
　前記信号生成回路で生成された前記発光駆動制御信号により前記発光素子が駆動制御さ
れることで、前記位置検出装置による前記発光素子の発光制御がなされる
　ことを特徴とする位置指示器。
                                                                                
【請求項９】
　前記位置検出装置のセンサからは、前記位置検出用信号と、前記発光制御信号とが時分
割で送信されてくる
　ことを特徴とする請求項７又は請求項８に記載の位置指示器。
【請求項１０】
　前記位置検出装置のセンサからの信号は、前記位置検出用信号と、前記発光制御信号と
を兼用する信号である
　ことを特徴とする請求項７又は請求項８に記載の位置指示器。
【請求項１１】
　前記共振回路が、前記位置検出装置のセンサからの信号を受信して、前記位置検出装置
のセンサに帰還しているときには、前記発光駆動制御信号により前記発光素子が発光する
ように制御される
　ことを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３、請求項６又は請求項８のいずれかに
記載の位置指示器。
【請求項１２】
　前記発光素子を、複数個備え、
　前記発光駆動制御信号により発光する前記発光素子の数が変化する
　ことを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３又は請求項８のいずれかに記載の位置
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指示器。
【請求項１３】
　前記発光素子を、複数個備え、
　前記発光駆動制御信号により前記複数個の前記発光素子のうちの発光する発光素子が切
り替えられる
　ことを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３又は請求項８のいずれかに記載の位置
指示器。
【請求項１４】
　前記発光素子は、赤、緑、青をそれぞれ発光色とする３個の発光素子からなる発光ユニ
ットの構成であって、
　前記発光駆動制御信号により、前記発光ユニットの前記発光色が変化する
　ことを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３又は請求項８のいずれかに記載の位置
指示器。
【請求項１５】
　前記位置検出用信号及び前記発光制御信号は、所定周波数の交流信号からなり、
　前記発光制御信号は、前記位置検出用信号とは、前記交流信号の振幅、前記センサから
の信号送出連続時間または前記センサからの送信繰り返し周期のうちのいずれか一つ、あ
るいは二つ以上が異なる
　ことを特徴とする請求項１又は請求項９に記載の位置指示器。
【請求項１６】
　前記発光制御信号は、所定周波数の交流信号からなり、
　受信した前記発光制御信号の、前記交流信号の振幅、周波数、前記センサからの信号連
続時間、または前記センサからの繰り返し周期のうちのいずれか一つ、あるいは二つ以上
が変化することにより、前記発光素子が異なる発光態様となるようにされる
　ことを特徴とする請求項１又は請求項９に記載の位置指示器。
【請求項１７】
　前記コイルと前記コンデンサとの間には、使用者の操作に応じて開閉制御されるスイッ
チが設けられている
　ことを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３、請求項６又は請求項８のいずれかに
記載の位置指示器。
【請求項１８】
　発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号生成回路
と、
　を備える位置指示器と共に使用される前記位置検出装置であって、
　前記センサからの信号には、前記センサで位置指示器からの帰還信号として検出するた
めの位置検出用信号と、前記発光素子の発光を制御するための発光制御信号とを含むもの
であり、前記センサは、前記位置検出用信号と前記発光制御信号とを交互に時分割で一定
の周期をもって送信する、または、前記位置検出用信号および前記発光制御信号を別々の
信号とせずに一つの信号として兼用する信号を送信する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項１９】
　発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号生成回路
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と、
　位置指示器の識別情報を記憶し、当該記憶している前記識別情報を、前記位置検出装置
に送信する回路と、
　を備える位置指示器と共に使用される前記位置検出装置であって、
　前記センサからの信号には、前記センサで位置指示器からの帰還信号として検出するた
めの位置検出用信号と、前記発光素子の発光を制御するための発光制御信号とを含むもの
であり、
　受信した前記識別情報に応じた信号を前記発光制御信号として前記センサから送信し、
　前記位置指示器の前記信号生成回路は、前記共振回路で受信された前記位置検出用信号
と前記発光制御信号としての前記識別情報とを含む信号を受けて、前記発光駆動制御信号
を生成する
　ことを特徴とする位置検出装置。
【請求項２０】
　前記位置検出用信号及び前記発光制御信号は、所定周波数のバースト状信号からなり、
　前記発光制御信号は、前記位置検出用信号とは、前記バースト状信号の振幅、信号連続
時間または繰り返し周期のうちのいずれか一つ、あるいは二つ以上が異なる
　ことを特徴とする請求項１８又は請求項１９に記載の位置検出装置。
【請求項２１】
　前記位置指示器からの前記帰還信号に基づいて、前記位置指示器の共振回路との電磁結
合を検出する検出回路を備え、
　前記検出回路での前記位置指示器の共振回路との電磁結合の検出結果に基づいて、前記
位置指示器の発光素子の発光態様を変化させるように前記発光制御信号を変化させるよう
にする
　ことを特徴とする請求項１８又は請求項１９に記載の位置検出装置。
【請求項２２】
　前記発光制御信号は、所定周波数のバースト状信号からなり、
　前記バースト状信号の振幅、信号連続時間、繰り返し周期または周波数のうちのいずれ
か一つ、あるいは二つ以上を変化させることにより前記発光制御信号を変化させる
　ことを特徴とする請求項２１に記載の位置検出装置。
【請求項２３】
　前記位置指示器の前記発光素子は複数個であり、
　前記発光制御信号は、前記複数個の前記発光素子のうちの発光する発光素子を切り替え
るようにする信号である
　ことを特徴とする請求項２１に記載の位置検出装置。
【請求項２４】
　前記位置指示器は、発光色が異なる複数個の発光素子を備えるものであり、
　前記発光制御信号は、発光する発光素子を、発光色が異なるものに切り替える信号であ
る
　ことを特徴とする請求項２１に記載の位置検出装置。
【請求項２５】
　前記位置指示器の前記発光素子は、赤、緑、青をそれぞれ発光色とする３個の発光素子
からなる発光ユニットの構成であって、
　前記発光制御信号は、前記発光ユニットの前記発光色を変化させるようにする信号であ
る
　ことを特徴とする請求項２１に記載の位置検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電磁誘導方式の位置検出装置及び、この位置検出装置と共に使用される位
置指示器に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　位置指示器は、使用者により把持されて、位置検出装置のセンサ上における位置指示の
ために用いられる。位置検出装置においては、位置指示器と電気的に結合するセンサ電極
の位置を検出することで、位置検出装置のセンサ上における位置指示器による指示位置を
検出する。このセンサと位置指示器との電気的な結合を検出する方式としては、静電結合
を検出する方式、電磁結合を検出する方式、など種々の方式が知られている。
【０００３】
　この種の位置指示器において、例えばＬＥＤ（Light Emitting Diode）からなる発光素
子を設け、その発光素子を種々の用途に応じて発光制御するようにすることが従来から行
われている。
【０００４】
　位置指示器において、発光させる用途としては、
・電源スイッチの操作の確認（例えば特許文献１（特開２０１１－１８０９０号公報））
、
・発光素子をペン先近傍に設けてペン先を照明（例えば特許文献２（特開平１１－１８４
６３３号公報））、
などが知られている。発光素子を発光させることは使用者にとって視認性が高いので、上
述のような操作の確認や照明などの用途のほか、その他種々の用途にも用いられている。
【０００５】
　ところで、位置指示器において、発光素子を発光させる電源としては、一般的には、位
置指示器に、１次電池を設けたり、２次電池や電気二重層キャパシタなどを設けて、充電
器により充電したりする構成とされている。しかし、発光素子の電源として、電池を用い
る方法は、電池消耗や充電不足の状態になると、必要な電源電圧が得られないという根本
的な問題がある。
【０００６】
　この問題を回避する方法として、特許文献１及び特許文献２には、位置指示器に受電用
のコイル及び蓄電回路を設けると共に、位置検出装置から電磁波を位置指示器に送ること
で、位置指示器は、電磁誘導により電源電圧を発電すること可能であることが記載されて
いる。
【０００７】
　例えば特許文献３（特開２００５－１０８４４号公報）には、位置検出装置のセンサと
の位置指示のための結合方式を電磁結合方式とする位置指示器として、コイルとコンデン
サとからなる共振回路を備え、位置検出装置のセンサからの交流信号を、この共振回路で
受信し、その受信した交流信号を位置指示器から位置検出装置のセンサに帰還することで
、位置検出装置で位置指示器による指示位置を検出することができるものが開示されてい
る。そして、この特許文献３の位置指示器においては、位置検出装置からの電磁波をコイ
ルとコンデンサとからなる共振回路で受信し、その受信した信号電力から、当該位置指示
器における電源電圧を生成することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１１－１８０９０号公報
【特許文献２】特開平１１－１８４６３３号公報
【特許文献３】特開２００５－１０８４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　以上のような先行文献の存在により、電源として電池を設けなくても、種々の用途で発
光素子を発光させるようにすることができる位置指示器を構成することが可能である。
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【００１０】
　ところで、位置指示器に発光素子を設けて発光させる用途としては、上述のような位置
指示器自身の使い勝手の必要性からのみの用途だけではなく、位置検出装置と位置指示器
との連携の上での必要性からの用途もある。例えば、特許文献２には、位置指示器から出
力される電磁波を位置検出装置で受信したときに、その位置検出装置から位置指示器に対
して発光指示信号を送って、位置指示器で、その発光指示信号に基づいて発光素子を発光
させるようにして、位置指示器と位置検出装置とが連携状態にあることを発光素子により
使用者に報知するようにすることが記載されている。
【００１１】
　このように、従来、位置検出装置と位置指示器との連携の上での必要性からの用途で、
位置指示器において発光素子を発光制御する場合には、上述の特許文献２のように、位置
検出装置から位置指示器に発光指示信号などの制御信号を送り、位置指示器は、その発光
指示信号などの制御信号を解析して、その解析結果により発光素子を制御するように構成
している。すなわち、従来は、位置指示器は、位置検出装置からの信号を受信して発光素
子の発光制御を行う制御回路を備えて、発光素子の発光制御を自機で行うようにしている
。
【００１２】
　したがって、位置指示器においては、従来は、位置検出装置からの信号を受信する受信
部と、ＣＰＵなどからなる制御回路を備えると共に、その受信部や制御回路、さらに発光
素子を発光駆動するのための電源電圧を確保する必要があり、複雑な回路構成を備えなけ
ればならず、また、電源の問題もクリアしなければならないという問題があった。
【００１３】
　この発明は、以上の点に鑑み、簡単な構成の位置指示器により、位置検出装置からの制
御により位置指示器に設けた発光素子の発光制御をすることが可能とするようにすること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の課題を解決するために、この発明は、
　発光素子と、
　位置検出装置のセンサとの間で信号を送受信するためのコイルと、前記コイルと並列に
接続されるコンデンサとを含む共振回路と、
　前記共振回路で前記センサから受信した信号の電力を蓄積し、前記蓄積された電力に基
づいて前記発光素子を発光駆動制御するための発光駆動制御信号を生成する信号生成回路
と、
　を備え、
　前記位置検出装置のセンサからの信号には、前記センサで位置指示器からの帰還信号と
して検出するための位置検出用信号と、前記発光素子の発光を制御するための発光制御信
号とを含むものであり、前記位置検出装置のセンサは、前記位置検出用信号と前記発光制
御信号とを交互に時分割で一定の周期をもって送信する、または、前記位置検出用信号お
よび前記発光制御信号を別々の信号とせずに一つの信号として兼用する信号を送信し、
　前記信号生成回路は、前記共振回路で受信された前記位置検出用信号と前記発光制御信
号とを含む信号を受けて、発光駆動制御信号を生成し、
　前記信号生成回路で生成された前記発光駆動制御信号により前記発光素子が駆動制御さ
れることで、前記位置検出装置による前記発光素子の発光制御がなされる
　ことを特徴とする位置指示器を提供する。
【００１５】
　上述の構成の発明の位置指示器は、コイルとコンデンサとからなる共振回路を備え、そ
の共振回路において、位置検出装置のセンサからの信号を受信する。そして、この発明に
よる位置指示器は、信号生成回路を備え、この信号生成回路で、共振回路が位置検出装置
のセンサから受信した信号の電力を蓄積し、蓄積した電力に基づいて、発光素子を発光駆
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動制御するための発光駆動制御信号を生成する。そして、この発明による位置指示器にお
いては、その生成された発光駆動制御信号により発光素子が発光駆動制御される。
【００１６】
　この発明による位置指示器においては、位置検出装置から受信した信号から、信号生成
回路において発光駆動制御信号を生成するだけの簡単な回路を備えるだけで、位置検出装
置からの信号により、自位置指示器が備える発光素子を発光駆動制御することができる。
この場合に、位置指示器は、発光素子を発光させるためのバッテリーなどの電源を別途設
ける必要がないという効果も奏する。
【００１８】
　また、この発明においては、共振回路は、位置検出装置のセンサから、位置検出用信号
と、発光素子の発光制御信号とを含む信号を受信する。そして、信号生成回路は、共振回
路が受信した位置検出用信号と発光素子の発光制御信号とを含む信号を受けて、発光駆動
制御信号を生成する。すなわち、この発明による位置指示器においては、共振回路で受信
したセンサからの信号に含まれる位置検出用信号と発光素子の発光制御信号との両方を受
けて、発光制御信号を生成するようにする。したがって、この発明による位置指示器は、
信号生成回路は、位置検出用信号と発光素子の発光制御信号とを区別して、発光制御信号
のみを抽出して発光駆動制御信号を生成する必要がないので、構成が簡単になる。
【００１９】
　そして、位置検出装置では、発光制御信号を、位置指示器の信号生成回路が、当該発光
制御信号の電力を蓄積し、その蓄積された電力に基づいて発光素子を発光駆動制御するこ
とができるように生成して、位置指示器の共振回路に供給するだけで良いので、位置検出
装置における発光素子の発光制御のための構成も簡単で良いという効果もある。
【発明の効果】
【００２０】
　この発明による位置指示器によれば、位置検出装置から受信した信号から、信号生成回
路において発光駆動制御信号を生成するだけの簡単な回路を備えるだけで、位置検出装置
からの信号により、自位置指示器が備える発光素子を発光駆動制御することができる。そ
の上、この発明による位置指示器は、発光素子を発光させるためのバッテリーなどの電源
を別途設ける必要がないという効果も奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この発明による位置指示器の第１の実施形態の構成例を示す図である。
【図２】この発明による位置指示器の第１の実施形態で用いられる電子ペン用カートリッ
ジの構成例を説明するための図である。
【図３】この発明による位置指示器の第１の実施形態の電子回路の構成例を、位置検出装
置の回路構成例と共に示す図である。
【図４】この発明による位置指示器の第１の実施形態の要部の動作を説明するためのフロ
ーチャートを示す図である。
【図５】この発明による位置指示器の第１の実施形態の変形例の要部の動作を説明するた
めのフローチャートを示す図である。
【図６】この発明による位置指示器の第１の実施形態の他の変形例の要部の動作を説明す
るためのフローチャートを示す図である。
【図７】この発明による位置指示器の第１の実施形態の電子回路の他の構成例の回路図で
ある。
【図８】この発明による位置指示器の第２の実施形態におけるソフトウェア処理の流れの
概要を示すフローチャートである。
【図９】図８のソフトウェア処理に対応する動作を説明するため用いるタイミングチャー
トを示す図である。
【図１０】この発明による位置指示器の第３の実施形態で用いられる電子ペン用カートリ
ッジの構成例を説明するための図である。
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【図１１】この発明による位置指示器の第３の実施形態の電子回路の一例の回路図である
。
【図１２】この発明による位置指示器の第３の実施形態におけるソフトウェア処理の流れ
の概要を示すフローチャートである。
【図１３】図１２のソフトウェア処理に対応する動作を説明するため用いるタイミングチ
ャートを示す図である。
【図１４】この発明による位置指示器の第４の実施形態の電子回路の一例の回路図である
。
【図１５】この発明による位置指示器の第５の実施形態の構成例を説明するための図であ
る。
【図１６】この発明による位置指示器の第５の実施形態の電子回路の構成例を、位置検出
装置の回路構成例と共に示す図である。
【図１７】この発明による位置指示器の他の実施形態の機械構造的な構成の第１の例を説
明するための図である。
【図１８】図１７の例の位置指示器における電子回路例を説明するための図である。
【図１９】この発明による位置指示器の他の実施形態の機械構造的な構成の第２の例を説
明するための図である。
【図２０】この発明による位置指示器の他の実施形態の機械構造的な構成の第２の例を説
明するための図である。
【図２１】この発明による位置指示器の他の実施形態の機械構造的な構成の第３の例を説
明するための図である。
【図２２】この発明による位置指示器の他の実施形態の機械構造的な構成の第４の例を説
明するための図である。
【図２３】この発明による位置指示器の実施形態おける発光制御態様の第１の他の例を説
明するための図である。
【図２４】この発明による位置指示器の実施形態おける発光制御態様の第１の他の例を説
明するためのフローチャートの一部を示す図である。
【図２５】この発明による位置指示器の実施形態おける発光制御態様の第１の他の例を説
明するためのフローチャートの一部を示す図である。
【図２６】この発明による位置指示器の実施形態おける発光制御態様の第２の他の例を説
明するためのフローチャートの一部を示す図である。
【図２７】この発明による位置指示器の実施形態おける発光制御態様の第２の他の例を説
明するためのフローチャートの一部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、この発明による位置指示器の幾つかの実施形態を、図を参照しながら説明する。
【００２３】
　［第１の実施形態］
　この第１の実施形態は、位置指示器が筒状の筐体を備えるペン型の場合の例である。以
下の説明では、ペン型の位置指示器は電子ペンと称することとする。
【００２４】
　図１は、この発明による位置指示器としての電子ペンの第１の実施形態の構成例を示す
図である。この第１の実施形態の電子ペン１は、筒状の筐体２の中空部２ａ内に、電子ペ
ン本体部を構成する電子ペン用カートリッジ３が収納され、ノックカム機構部４により、
電子ペン用カートリッジ３のペン先が、筐体２の長手方向の一端の開口２ｂ側から出し入
れされるノック式の構成を備える。
【００２５】
　図１（Ａ）は、電子ペン用カートリッジ３のペン先側（後述する芯体部３１のペン先部
３１３の先端）を含め、電子ペン用カートリッジ３の全体が、筐体２の中空部２ａ内に収
容されていて、ペン先が保護されている状態を示している。図１（Ｂ）は、ノックカム機
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構部４により電子ペン用カートリッジ３のペン先の少なくとも先端が、筐体２の開口２ｂ
から突出している状態を示している。なお、図１の例では、電子ペン１の筐体２が透明の
合成樹脂で構成されているので、その内部が透けて見える状態として示している。
【００２６】
　この実施形態の電子ペン１は、市販のノック式ボールペンと互換性が取れる構成とされ
ている。すなわち、筐体２及び当該筐体２内に設けられるノックカム機構部４は、周知の
市販のノック式ボールペンと同一の構成とされると共に、寸法関係も同一に構成される。
換言すれば、筐体２及びノックカム機構部４は、市販のノック式のボールペンの筐体及び
ノックカム機構部をそのまま用いることもできる。そして、電子ペン用カートリッジ３は
、後述するように、ボールペンの替え芯６と互換性が取られて、ボールペンの替え芯６（
図２（Ａ）参照）の代わりに筐体２内に収納されてノックカム機構部４により、ノック式
にペン先が出没可能の構成とされる。
【００２７】
　ノックカム機構部４は、図１に示すように、カム本体４１と、ノック棒４２と、回転子
４３とが組み合わされた周知の構成とされている。カム本体４１は、筒状の筐体２の内壁
面に形成されている。ノック棒４２は、使用者のノック操作を受け付けることができるよ
うに、端部４２ａが、筐体２のペン先側とは反対側の開口２ｃから突出するようにされて
いる。回転子４３は、電子ペン用カートリッジ３のペン先側とは反対側の端部が嵌合され
る嵌合部４３ａを備える。
【００２８】
　図１（Ａ）の状態において、ノック棒４２の端部４２ａが押下されると、ノックカム機
構部４により、電子ペン用カートリッジ３は、筐体２内において図１（Ｂ）の状態にロッ
クされ、電子ペン用カートリッジ３のペン先側が、筐体２の開口２ｂから突出する状態に
なる。そして、この図１（Ｂ）の状態から、ノック棒４２の端部４２ａが再度押下される
と、ノックカム機構部４によりロック状態が解除され、復帰用バネ５により、電子ペン用
カートリッジ３の筐体２内の位置は、図１（Ａ）の状態に戻る。ノックカム機構部４の詳
細な構成及びその動作は、周知であるので、ここでは、その説明を省略する。
【００２９】
　［電子ペン用カートリッジの実施形態］
　図２は、電子ペン用カートリッジ３の構成例を、市販のノック式ボールペンの替え芯と
比較して示す図である。すなわち、図２（Ａ）は、市販のノック式ボールペンの替え芯６
を示し、また、図２（Ｂ）は、この実施形態の電子ペン用カートリッジ３の構成例を示し
ている。そして、図２（Ｃ）は、図２（Ｂ）に示すこの実施形態の電子ペン用カートリッ
ジ３の要部の構成を説明するための図である。
【００３０】
　市販のノック式ボールペンの替え芯６は、図２（Ａ）に示すように、ボールが先端に配
設されているペン先部６１と、インク収納部６２とが、結合部６３で結合されて一体化さ
れた周知の構成を備える。結合部６３は、インク収納部６２と同じ径を有する。
【００３１】
　一方、この実施形態の電子ペン用カートリッジ３は、図２（Ｂ）に示すように、芯体部
３１と、筒状体部３２とが結合されて一体化された構成を有する。芯体部３１は、図２（
Ｃ）に示すように、磁性体コア、この例ではフェライトコア３１０に、部分的にコイル３
１１が巻回されていると共に、そのコイル３１１が巻回されていない部分を保護材３１２
で覆うようにしてペン先部３１３が形成された構成とされている。
【００３２】
　この例では、芯体部３１においては、コイル３１１は、フェライトコア３１０の一方の
端部近傍から、フェライトコア３１０の全長の約１／２長の部分に巻回されている。そし
て、この例では、フェライトコア３１０の、コイル３１１が巻回されていない残りの約１
／２長の部分が、例えば樹脂からなる保護材３１２で覆われてペン先部３１３とされてい
る。ペン先部３１３の保護材３１２としては、比較的硬質で弾性を有する樹脂材料、例え
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ばＰＯＭ（Polyoxymethylene）が用いられる。
【００３３】
　この場合に、図２（Ａ）及び図２（Ｂ）に示すように、電子ペン用カートリッジ３の芯
体部３１のペン先部３１３の径及び長さは、ボールペンの替え芯６のペン先部６１の径Ｒ
１及び長さＬ１とほぼ等しくなるように構成されている。また、電子ペン用カートリッジ
３の芯体部３１のコイル３１１が巻回された部分の径は、ボールペンの替え芯６のインク
収納部６２の径Ｒ２（Ｒ２＞Ｒ１）とほぼ等しくなるように構成されている。
【００３４】
　また、筒状体部３２は、絶縁性材料例えば樹脂材料で構成されており、電子回路部品が
配設される第１の筒状体部３２１と、筆圧検出用部品が配設される第２の筒状体部３２２
とで構成される。そして、図２（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、芯体部３１と筒状体部３
２とを結合した状態の長さ（全長）は、ボールペンの替え芯６の全長Ｌ２と等しく選定さ
れている。
【００３５】
　筒状体部３２の第１の筒状体部３２１内には、図２（Ｃ）に示すように、プリント基板
３３が配設されると共に、そのプリント基板３３上には、後で詳述するように、コイル３
１１と共に共振回路を構成するコンデンサ３４１と、発光素子の例としてのＬＥＤ（Ligh
t Emitting Diode；発光ダイオード）３４２と、このＬＥＤ３４２を発光駆動するための
発光駆動制御信号を生成する信号生成回路を含む電子回路３４（図２（Ｃ）では図示を省
略。図３参照）が設けられている。
【００３６】
　そして、第１の筒状体部３２１の側周面には、図２（Ｂ）に示すように、ＬＥＤ３４２
の発光光を外部に放出するための光放出部の例としての窓部３２１Ｗが形成されている。
この窓部３２１Ｗは、光透過性であって、かつ、光拡散効果を備える樹脂材料で構成され
ている。この例では、電子ペン１を把持して使用する使用者はペン先側を注視することを
考慮して、窓部３２１Ｗは、第１の筒状体部３２１の芯体部３１との結合部に近接する部
位に設けられる。そして、ＬＥＤ３４２は、第１の筒状体部３２１内のプリント基板３３
上において、窓部３２１Ｗに対応する位置となるように配設されている。
【００３７】
　なお、窓部３２１Ｗは、図２（Ｂ）の例では、第１の筒状体部３２１に１個の矩形状窓
部として形成されているように示したが、第１の筒状体部３２１の外周に沿って、複数個
の矩形状窓部をリング状に形成してもよいし、それら複数個の矩形状窓部を連続させたよ
うな１個のリング状窓部として形成するようにしてもよい。後述する他の例の窓部につい
ても同様である。
【００３８】
　そして、芯体部３１と、筒状体部３２の第１の筒状体部３２１とは、例えば芯体部３１
のフェライトコア３１０の一部が、第１の筒状体部３２１内に挿入される状態で結合され
て一体的に構成される。この場合に、芯体部３１と、筒状体部３２の第１の筒状体部３２
１との結合に際しては、コイル３１１の巻き始め端３１１ａと巻き終わり端３１１ｂとが
、第１の筒状体部３２１内のプリント基板３３上に設けられているコンデンサ３４１の一
端と他端とに電気的に接続されるようにされる（図２（Ｃ）参照）。
【００３９】
　第２の筒状体部３２２は、この例では、市販のボールペンの替え芯６のインク収納部６
２の径Ｒ２と等しい径の筒状体で構成されている。図２（Ｂ）の例では、この第２の筒状
体部３２２は、長尺部３２２ａと、短尺部３２２ｂとに２分されており、この例では、そ
の結合部３５の近傍に筆圧検出部材３６が設けられている。
【００４０】
　すなわち、図２（Ｃ）に示すように、この例においては、長尺部３２２ａと短尺部３２
２ｂとは、結合部３５において、連結棒部材３５１とコイルバネ３５２を介して結合され
ている。この場合に、長尺部３２２ａと短尺部３２２ｂとは、コイルバネ３５２により、
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常に、軸心方向において、互いに離れるように弾性変位されるが、連結棒部材３５１によ
り、所定位置で係止して、それ以上は軸芯方向に変位しないように構成されている。そし
て、その係止状態における電子ペン用カートリッジ３の全長が、前述したボールペンの替
え芯６の全長Ｌ２と等しくなるように構成されている。
【００４１】
　そして、図２（Ｃ）に示すように、この実施形態では、長尺部３２２ａには、筆圧検出
部材３６が設けられる。そして、連結棒部材３５１の一端３５１ａ側が、筆圧検出部材３
６の押圧部として働くように構成されている。
【００４２】
　この例の筆圧検出部材３６は、例えば特許文献：特開２０１１－１８６８０３号公報に
記載されている周知の構成の筆圧検出手段を使用した、筆圧に応じて静電容量が変化する
可変容量コンデンサの構成とすることができる。なお、筆圧検出部材３６は、例えば、特
開２０１３－１６１３０７号公報に開示されているような筆圧に応じて静電容量を可変と
する半導体素子を用いた構成することもできる。
【００４３】
　この電子ペン用カートリッジ３が筐体２に収納されている状態で、芯体部３１に圧力が
加わると、電子ペン用カートリッジ３の長尺部３２２ａ側の全体が、コイルバネ３５２の
弾性力に抗して、短尺部３２２ｂ側に移動しようとする力が働き、筆圧検出部材３６の静
電容量が筆圧に応じたものとなる。
【００４４】
　以上のような構成の電子ペン用カートリッジ３を、その筒状体部３２の短尺部３２２ｂ
をノックカム機構部４の回転子４３の嵌合部４３ａに嵌合させることにより、筐体２内に
収納する。この状態では、電子ペン用カートリッジ３の芯体部３１を含めて、その全体が
筐体２内に収納されて、電子ペン用カートリッジ３の芯体部３１が保護される。
【００４５】
　そして、この実施形態の電子ペン１においては、使用者は、位置検出装置と共に使用す
るときには、ノック棒４２の端部４２ａを押下することで、図１（Ｂ）に示すように、芯
体部３１のペン先部３１３の先端を筐体２の開口２ｂから突出させるようにする。これに
より、電子ペン用カートリッジ３の芯体部３１の保護が解除される。そして、電子ペン１
の使用が終了したら、ノック棒４２の端部４２ａを再押下することで、図１（Ａ）に示す
ように、電子ペン用カートリッジ３の全体を筐体２の中空部２ａ内に収容するようにして
、芯体部３１を保護するようにする。
【００４６】
　［電子ペン１の回路構成及び電子ペン１と共に使用される位置検出装置の回路構成］
　図３は、電子ペン１の電子回路３４の回路構成例と、この電子ペン１と電磁誘導結合に
よる信号授受を行う位置検出装置２００の回路構成例を示すものである。
【００４７】
　電子ペン１は、この実施形態では、位置検出装置２００のセンサの導体と電磁誘導結合
することにより、位置検出装置２００のセンサからの位置検出用信号及び発光制御信号を
受信すると共に、受信した位置検出用信号に筆圧検出部材３６を通じて検出される筆圧情
報を反映させた信号を、位置検出装置２００のセンサに送信して帰還するように構成され
ている。
【００４８】
　すなわち、電子ペン用カートリッジ３の電子回路３４においては、コイル３１１に対し
て、コンデンサ３４１が並列に接続されると共に、筆圧検出部材３６で構成される可変容
量コンデンサ３６Ｃが並列に接続されて共振回路３４０Ｒが構成される。
【００４９】
　一方、位置検出装置２００には、図３に示すように、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘ
と、Ｙ軸方向ループコイル群２１２Ｙとが位置検出コイルとして積層されたセンサ２１０
が設けられている。センサ２１０の各ループコイル群２１１Ｘ，２１２Ｙは、例えば、そ
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れぞれｎ，ｍ本の矩形のループコイルからなっている。各ループコイル群２１１Ｘ，２１
２Ｙを構成する各ループコイルは、等間隔に並んで順次重なり合うように配置されている
。
【００５０】
　センサ２１０のループコイル群２１１Ｘ，２１２Ｙは、電子ペン用カートリッジ３の電
子回路３４の共振回路３４０Ｒと電磁結合して、信号の授受を行うことが可能である。こ
の実施形態では、後述するように、位置検出装置２００は、センサ２１０から、位置指示
器１に対して位置検出用信号と、ＬＥＤ３４２の発光制御信号を含む信号を送出する。セ
ンサ２１０から送出される信号は、所定周波数ｆ０の交流信号とされている。
【００５１】
　電子ペン１の共振回路３４０Ｒは、位置検出装置２００のセンサ２１０からの交流信号
を電磁結合により受信すると共に、受信した交流信号を位置検出装置２００のセンサ２１
０に帰還するように動作する。ただし、共振回路３４０Ｒは、筆圧検出部材３６で構成さ
れる可変容量コンデンサ３６Ｃを含んでいるために、筆圧検出部材３６で筆圧が検出され
たときには、その可変容量コンデンサ３６Ｃの静電容量の変化に応じた共振周波数（位相
）を呈する。このため、共振回路３４０Ｒから位置検出装置２００のセンサ２１０に帰還
される信号は、当該共振回路３４０Ｒの共振周波数の変化分（位相変化分）の情報を含ん
だものとなっている。位置検出装置２００では、後述するように、共振回路３４０Ｒから
受信した信号に含まれる共振周波数の変化分（位相変化分）の情報を検出することで、筆
圧検出部材３６で検出された筆圧の情報を検出する。
【００５２】
　そして、電子ペン用カートリッジ３の電子回路３４においては、共振回路３４０Ｒに対
して信号生成回路３４３が接続されると共に、信号生成回路３４３に対して発光素子の例
としてのＬＥＤ３４２が接続されている。信号生成回路３４３は、共振回路３４０Ｒがセ
ンサ２１０から受信した信号の電力を蓄積し、その蓄積した電力に基づいて発光素子を発
光駆動制御するための発光駆動制御信号（発光駆動制御電圧ＥＤ）を生成する。
【００５３】
　図３に示すように、この実施形態では、信号生成回路３４３は、半波２倍圧整流回路の
構成であり、コンデンサ３４３１及び３４３４と、整流用のダイオード３４３２及び３４
３３とを備えている。すなわち、共振回路３４０Ｒを構成するコイル３１１の一端がコン
デンサ３４３１を介してダイオード３４３２のカソードに接続され、ダイオード３４３２
のアノードがコイル３１１の他端に接続されている。そして、コンデンサ３４３１とダイ
オード３４３２のカソードとの接続点が、ダイオード３４３３のアノードに接続され、こ
のダイオード３４３３のカソードがコンデンサ３４３４を介して、コイル３１１の他端に
接続されている。そして、ＬＥＤ３４２は、信号生成回路３４３のコンデンサ３４３４の
一端及び他端間に接続されている。
【００５４】
　信号生成回路３４３は、以上のような構成により、共振回路３４０Ｒで受信したセンサ
２１０からの交流信号をダイオード３４３２及び３４３３で整流して、その整流電流によ
りコンデンサ３４３４を充電して、センサ２１０からの交流信号の電力をコンデンサ３４
３４に蓄積する。そして、この実施形態では、そのコンデンサ３４３４の両端間に得られ
る電圧を、発光駆動制御電圧ＥＤとして、ＬＥＤ３４２に供給するようにする。
【００５５】
　したがって、ＬＥＤ３４２は、コンデンサ３４３４の両端間電圧である発光駆動制御電
圧ＥＤが、所定値以上になると、その発光を開始し、当該発光駆動制御電圧ＥＤの値が所
定値よりもさらに大きくなれば、その大きさに応じた強度で発光するようになる。
【００５６】
　次に、位置検出装置２００側の構成について説明する。図３に示すように、位置検出装
置２００には、センサ２１０を構成するＸ軸方向ループコイル群２１１Ｘ及びＹ軸方向ル
ープコイル群２１２Ｙが接続される選択回路２１３が設けられている。この選択回路２１
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３は、２つのループコイル群２１１Ｘ，２１２Ｙのうちの一のループコイルを順次選択す
る。
【００５７】
　さらに、位置検出装置２００には、発振器２２１と、電流ドライバ２２２と、切り替え
接続回路２２３と、受信アンプ２２４と、検波器２２５と、ローパスフィルタ２２６と、
サンプルホールド回路２２７と、Ａ／Ｄ変換回路２２８と、同期検波器２２９と、ローパ
スフィルタ２３０と、サンプルホールド回路２３１と、Ａ／Ｄ変換回路２３２と、処理制
御部２３３とが設けられている。処理制御部２３３は、例えばマイクロコンピュータによ
り構成されている。
【００５８】
　発振器２２１は、周波数ｆ０の交流信号を発生する。そして、発振器２２１は、発生し
た交流信号を、電流ドライバ２２２と同期検波器２２９に供給する。電流ドライバ２２２
は、発振器２２１から供給された交流信号を電流に変換して切り替え接続回路２２３へ送
出する。電流ドライバ２２２は、処理制御部２３３からの制御信号を受けて、そのゲイン
を制御する。これにより、電流ドライバ２２２から出力される交流信号の振幅は、処理制
御部２３３からの制御信号に応じた大きさとなるように制御される。
【００５９】
　切り替え接続回路２２３は、後述する処理制御部２３３からの制御により、選択回路２
１３によって選択されたループコイルが接続される接続先（送信側端子Ｔ、受信側端子Ｒ
）を切り替える。この接続先のうち、送信側端子Ｔには電流ドライバ２２２が、受信側端
子Ｒには受信アンプ２２４が、それぞれ接続されている。
【００６０】
　切り替え接続回路２２３が送信側端子Ｔに接続されているときには、選択回路２１３に
より選択されたループコイルに発振器２２１からの交流信号が電流ドライバ２２２を通じ
て流れることによりセンサ２１０からは電磁界が発生する。電子ペン１がセンサ２１０の
近傍に存在する場合には、その電磁界により共振回路３４０Ｒに誘導電流が発生して、共
振回路３４０Ｒが、センサ２１０からの周波数ｆ０の交流信号を受信する。
【００６１】
　そして、切り替え接続回路２２３が送信側端子Ｔから受信側端子Ｒに切り替えられると
、電子ペン１の共振回路３４０Ｒは、センサ２１０から受信した交流信号を、センサ２１
０に帰還するように動作する。このとき、前述したように、共振回路３４０Ｒの共振周波
数は、前記周波数ｆ０よりも、筆圧検出部材３６からなる可変容量コンデンサ３６Ｃの静
電容量に応じた分だけ変化したものとなっている。
【００６２】
　センサ２１０においては、電子ペン１の近傍のループコイルに、帰還した信号に応じた
誘導電圧が発生する。このループコイルに発生する誘導電圧は、選択回路２１３が当該ル
ープコイルを選択している状態の時に位置検出装置２００で検出することができる。そし
て、選択回路２１３により選択されたループコイルに発生する誘導電圧は、選択回路２１
３及び切り替え接続回路２２３の受信側端子Ｒを介して受信アンプ２２４に送られる。受
信アンプ２２４は、ループコイルから供給された誘導電圧を増幅し、検波器２２５及び同
期検波器２２９へ送出する。
【００６３】
　検波器２２５は、ループコイルに発生した誘導電圧、すなわち受信信号を検波し、ロー
パスフィルタ２２６へ送出する。ローパスフィルタ２２６は、前述した周波数ｆ０より充
分低い遮断周波数を有しており、検波器２２５の出力信号を直流信号に変換してサンプル
ホールド回路２２７へ送出する。サンプルホールド回路２２７は、ローパスフィルタ２２
６の出力信号の所定のタイミング、具体的には受信期間中の所定のタイミングにおける電
圧値を保持し、Ａ／Ｄ（Analog to Digital）変換回路２２８へ送出する。Ａ／Ｄ変換回
路２２８は、サンプルホールド回路２２７のアナログ出力をディジタル信号に変換し、処
理制御部２３３に出力する。
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【００６４】
　一方、同期検波器２２９は、受信アンプ２２４の出力信号を発振器２２１からの交流信
号で同期検波し、それらの間の位相差に応じたレベルの信号をローパスフィルタ２３０に
送出する。このローパスフィルタ２３０は、周波数ｆ０より充分低い遮断周波数を有して
おり、同期検波器２２９の出力信号を直流信号に変換してサンプルホールド回路２３１に
送出する。このサンプルホールド回路２３１は、ローパスフィルタ２３０の出力信号の所
定のタイミングにおける電圧値を保持し、Ａ／Ｄ（Analog to Digital）変換回路２３２
へ送出する。Ａ／Ｄ変換回路２３２は、サンプルホールド回路２３１のアナログ出力をデ
ィジタル信号に変換し、処理制御部２３３に出力する。
【００６５】
　処理制御部２３３は、位置検出装置２００の各部を制御する。すなわち、処理制御部２
３３は、選択回路２１３におけるループコイルの選択、切り替え接続回路２２３の切り替
え、サンプルホールド回路２２７、２３１のタイミングを制御する。処理制御部２３３は
、Ａ／Ｄ変換回路２２８、２３２からの入力信号に基づき、Ｘ軸方向ループコイル群２１
１Ｘ及びＹ軸方向ループコイル群２１２Ｙから一定の送信継続時間をもって電波を送信さ
せる。
【００６６】
　Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘ及びＹ軸方向ループコイル群２１２Ｙの各ループコイ
ルには、前述したように、電子ペン１から送信される電波によって誘導電圧が発生する。
処理制御部２３３は、この各ループコイルに発生した誘導電圧の電圧値のレベルに基づい
て電子ペン１によるＸ軸方向及びＹ軸方向の指示位置の座標値を算出する。また、処理制
御部２３３は、送信した電波と受信した電波との位相差に応じた信号のレベルに基づいて
電子ペン１の芯体に印加されている筆圧を検出する。
【００６７】
　このようにして、位置検出装置２００では、接近した電子ペン１の位置を処理制御部２
３３で検出することができる。しかも、受信した信号の位相を検出することにより、電子
ペン１の筆圧値の情報を得ることができる。
【００６８】
　［位置検出装置２００及び電子ペン１の動作シーケンス例］
　以下に、位置検出装置２００での電子ペン１による指示位置の検出動作及び位置検出装
置２００からの発光制御信号による電子ペン１におけるＬＥＤ３４２の発光制御動作につ
いて説明する。
【００６９】
　図４は、位置検出装置２００及び電子ペン１の動作シーケンス例を説明するためのタイ
ミングチャートを示すものである。この実施形態においては、位置検出装置２００の処理
制御部２３３は、図４（Ａ）に示すように、一定の周期Ｔで、位置検出動作及び電子ペン
１のＬＥＤ３４２の発光制御処理動作を繰り返すように処理制御する。
【００７０】
　１周期Ｔは、位置検出用期間ＰＸＹと、発光制御用期間ＰＤと、休止期間ＰＰとからな
り、例えば、周期Ｔ＝７．５ミリ秒、位置検出用期間ＰＸＹ＝３ミリ秒、発光制御用期間
ＰＤ＝３ミリ秒、休止期間ＰＰ＝１．５ミリ秒とされている。位置検出用期間ＰＸＹは、
前半の１．５ミリ秒のＸ座標位置検出用期間ＰＸと、後半の１．５ミリ秒のＹ座標位置検
出用期間ＰＹとに２分されている。
【００７１】
　そして、位置検出装置２００においては、Ｘ座標位置検出用期間ＰＸの前半の期間では
、処理制御部２３３により、切り替え接続回路２２３が、図４（Ｂ）に示すように、送信
側端子Ｔに切り替えられると共に、選択回路２１３が、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘ
の各ループコイルを順次に選択するように制御される。
【００７２】
　したがって、位置検出装置２００においては、発振器２２１からの、周波数がｆ０であ
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って、電流ドライバ２２２を通じて所定の振幅Ｍ１とされている交流信号が、Ｘ座標位置
検出用期間ＰＸの前半の期間の全体に亘る信号連続時間において、図４（Ｃ）に示すよう
に、Ｘ座標検出用の位置検出用信号ＳＢｘとしてセンサ２１０に供給される。このとき、
センサ２１０においては、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイルが、処理制
御部２３３により選択回路２１３において順次に選択制御されるので、位置検出用信号Ｓ
Ｂｘは、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイルに順次に供給される。センサ
２１０から電子ペン１に対する信号としては、この位置検出用信号ＳＢｘは、図４（Ｃ）
に示すようなバースト状信号となっている。
【００７３】
　Ｘ座標位置検出用期間ＰＸの後半の期間になると、処理制御部２３３により、切り替え
接続回路２２３が、図４（Ｂ）に示すように、受信側端子Ｒに切り替えられると共に、選
択回路２１３が、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイルを順次に選択するよ
うに制御される。このとき、位置検出装置２００のセンサ２１０のＸ軸方向ループコイル
群２１１Ｘの各ループコイルは、位置検出用信号ＳＢｘを受信した電子ペン１の共振回路
３４０Ｒからの帰還信号を受信することができる状態となる。そして、処理制御部２３３
により選択回路２１３が選択制御されることにより、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの
各ループコイルに誘起される電圧が、切り替え接続回路２２３を通じて受信アンプ２２４
に供給される。
【００７４】
　受信アンプ２２４に供給された信号は、前述したようにして処理され、処理制御部２３
３は、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイルの誘起電圧のレべルを検出する
。この場合に、電子ペン１がセンサ２１０上の近傍に無いときには、処理制御部２３３は
、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘのいずれのループコイルからも、所定レべル以上の誘
起電圧を検出しない。
【００７５】
　そして、電子ペン１がセンサ２１０上の近傍に持ち来たらされると、電子ペン１の近傍
のループコイルに誘起される帰還信号のレベルが所定値以上になる。位置検出装置２００
の処理制御部２３３は、このＸ座標位置検出用期間ＰＸの受信期間において、Ｘ軸方向ル
ープコイル群２１１Ｘの各ループコイルの誘起電圧をチェックして、レベルが所定値以上
となっているものが検出されたかどうかを監視する。そして、処理制御部２３３は、レベ
ルが所定値以上となっているループコイルを検出すると、電子ペン１が位置検出装置２０
０のセンサ２１０上に持ち来たらされていて、電子ペン１の共振回路３４０Ｒと位置検出
装置２００とが電磁結合する状態にあると判断する。この状態は、電子ペン１が位置検出
装置２００のセンサ２１０に対して位置指示を行える状態となる。
【００７６】
　そして、電子ペン１の共振回路３４０Ｒと位置検出装置２００とが電磁結合する状態に
あるときには、処理制御部２３３は、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイル
の誘起電圧に基づいて、電子ペン１のセンサ２１０上におけるＸ座標位置を検出すると共
に、検出した誘起電圧の周波数変位（位相変位）から、電子ペン１に印加されている筆圧
を検出するようにする。
【００７７】
　次に、Ｙ座標位置検出用期間ＰＹでは、同様にして、処理制御部２３３により、切り替
え接続回路２２３が、図４（Ｂ）に示すように、Ｙ座標位置検出用期間ＰＹの前半の期間
では送信側端子Ｔに切り替えられ、後半の期間では受信側端子Ｒに切り替えられる。また
、処理制御部２３３により、Ｙ座標位置検出用期間ＰＹの前半の期間及び後半の期間のそ
れぞれにおいて、選択回路２１３が、Ｙ軸方向ループコイル群２１２Ｙの各ループコイル
を順次に選択するように制御される。
【００７８】
　そして、位置検出装置２００においては、Ｘ座標位置検出用期間ＰＸと同様にして、Ｙ
座標位置検出用期間ＰＹにおいても、前半の期間では、図４（Ｃ）に示すように、発振器
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２２１からの、周波数がｆ０であって、電流ドライバを通じて所定の振幅Ｍ１とされてい
る交流信号が、Ｙ座標検出用の位置検出用信号ＳＢｙとしてセンサ２１０のＹ軸方向ルー
プコイル群２１２Ｙの各ループコイルに順次に供給される。センサ２１０から電子ペン１
に対する信号としては、この位置検出用信号ＳＢｙは、図４（Ｃ）に示すようなバースト
状信号となっている。
【００７９】
　Ｙ座標位置検出用期間ＰＹの後半の期間になると、位置検出装置２００のセンサ２１０
のＹ軸方向ループコイル群２１２Ｙの各ループコイルは、位置検出用信号ＳＢｙを受信し
た電子ペン１の共振回路３４０Ｒからの帰還信号を受信することができる状態となる。そ
して、処理制御部２３３により選択回路２１３が選択制御されることにより、Ｙ軸方向ル
ープコイル群２１２Ｙの各ループコイルに誘起される電圧が、切り替え接続回路２２３を
通じてアンプ２２４に供給される。
【００８０】
　そして、処理制御部２３３は、Ｘ座標位置検出用期間ＰＸの後半の期間と前述と同様に
して、Ｙ軸方向ループコイル群２１２Ｙの各ループコイルの誘起電圧のレべルを監視する
ことで、電子ペン１の共振回路３４０Ｒと位置検出装置２００とが電磁結合する状態にあ
ると判断すると共に、電子ペン１の共振回路３４０Ｒと位置検出装置２００とが電磁結合
する状態にあると判断したときには、Ｙ軸方向ループコイル群２１２Ｙの各ループコイル
の誘起電圧に基づいて、電子ペン１のセンサ２１０上におけるＹ座標位置を検出すると共
に、検出した誘起電圧の周波数変位（位相変位）から、電子ペン１に印加されている筆圧
を検出するようにする。
【００８１】
　次に、位置検出用期間ＰＸＹに続く発光制御用期間ＰＤにおいては、処理制御部２３３
により、切り替え接続回路２２３が、図４（Ｂ）に示すように、送信側端子Ｔに切り替え
られると共に、選択回路２１３が、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイルを
順次に選択するように制御される。
【００８２】
　したがって、位置検出装置２００においては、図４（Ｃ）に示すように、発振器２２１
からの、周波数がｆ０であって、電流ドライバ２２２を通じて処理制御部２３３の制御に
応じた所定の振幅Ｍ２とされている交流信号が、発光制御用期間の全体に亘る信号連続時
間において、発光制御信号ＬＢとして、センサ２１０に供給される。このとき、センサ２
１０においては、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘ及び／またはＹ軸方向ループコイル群
２１２Ｙの各ループコイルが、処理制御部２３３により選択回路２１３において順次に選
択制御される。したがって、発光制御信号ＬＢは、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘ及び
／またはＹ軸方向ループコイル群２１２Ｙの各ループコイルに順次に供給されるが、セン
サ２１０から電子ペン１に対する信号としては、この発光制御信号ＬＢは、図４（Ｃ）に
示すようなバースト状信号となっている。
【００８３】
　発光制御用期間ＰＤに続く休止期間ＰＰにおいては、切り替え接続回路２２３は、端子
Ｔ及び端子Ｒのいずれにも接続しない状態にする。あるいは、切り替え接続回路２２３は
、端子Ｒ側に接続しておくようにしてもよいし、ただし、端子Ｒ側に接続しておく場合に
は、処理制御部２３３は、受信時の動作は行わないようにする。これにより、位置検出装
置２００は、送信及び受信の処理において休止期間ＰＰとなる。
【００８４】
　図４の例では、位置検出用信号ＳＢの振幅Ｍ１と発光制御信号ＬＢの振幅Ｍ２とは、等
しくされている。そして、位置検出用信号ＳＢと発光制御信号ＬＢとでは、バースト状信
号の信号連続時間が、位置検出用信号ＳＢのそれが０．７５ミリ秒の短時間であるのに対
して、発光制御信号ＬＢのそれが３ミリ秒と、位置検出用信号ＳＢよりも長時間となって
いる点が異なる。
【００８５】
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　発光制御信号ＬＢが、位置検出用信号ＳＢよりも信号連続時間が長いことにより、この
実施形態では、電子ペン１が位置検出装置２００のセンサ２１０上の近傍に持ち来たらさ
れると、電子ペン１の発光素子としてのＬＥＤ３４２が、位置検出装置２００のセンサ２
１０からの発光制御信号ＬＢにより、発光駆動される。
【００８６】
　すなわち、電子ペン１の電子回路３４においては、図３に示すように、共振回路３４０
Ｒで位置検出装置２００のセンサ２１０からの信号を電磁結合により受け、そして、受け
た信号をセンサ２１０に帰還するようにする。
【００８７】
　そして、このとき、共振回路３４０Ｒで受信されたセンサ２１０からの交流信号は、信
号生成回路３４３の整流用ダイオード３４３２及び３４３３を通じてコンデンサ３４３４
に蓄積される。コンデンサ３４３４の両端間電圧である発光駆動制御電圧ＥＤは、図４（
Ｄ）に示すように、発光制御信号ＬＢとしてのバースト状信号が存在している間は、蓄積
動作（充電動作）により上昇し、バースト状信号が無くなると、放電動作により低下する
。
【００８８】
　このため、信号連続時間が短い位置検出用信号ＳＢによっては、コンデンサ３４３４の
両端間に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、ＬＥＤ３４２を発光させる駆動電圧の閾値Ｅ
ｔｈを超えることはない。一方、電子ペン１が、位置検出用信号ＳＢよりも信号連続時間
が長い発光制御信号ＬＢを受信すると、図４（Ｄ）に示すように、コンデンサ３４３４の
両端間電圧である発光駆動制御電圧ＥＤは、ＬＥＤ３４２を発光させる駆動電圧の閾値Ｅ
ｔｈを超える。これにより、ＬＥＤ３４２は、発光駆動される状態（ＬＥＤ点灯状態）に
なる（図４（Ｅ）参照）。
【００８９】
　したがって、電子ペン１が位置検出装置２００のセンサ２１０上の近傍に位置するよう
になると、図４（Ｄ）に示すように、コンデンサ３４３４の両端間電圧である発光駆動制
御電圧ＥＤは、周期Ｔ毎に、ＬＥＤ３４２を発光させる駆動電圧の閾値Ｅｔｈを超え、Ｌ
ＥＤ３４２は、周期Ｔ毎に点灯状態になる。周期Ｔは、７．５ミリ秒であるので、人間の
目には、ＬＥＤ３４２は点灯する状態となって見える。
【００９０】
　以上のようにして、上述の実施形態においては、電子ペン１を位置検出装置２００のセ
ンサ２１０上の近傍に持ち来すと、電子ペン１では、発光素子としてのＬＥＤ３４２が点
灯発光する。これにより、使用者は、電子ペン１が位置検出装置２００のセンサ２１０と
電磁結合して、位置指示可能の状態となっていることを知ることができる。
【００９１】
　そして、共振回路３４０Ｒが受信するセンサ２１０からの信号の電力エネルギーの大き
さは、電子ペン１とセンサ２１０との間の距離に応じたものであるので、電子ペン１のＬ
ＥＤ３４２の発光強度は、電子ペン１とセンサ２１０との間の距離に応じたものとなる。
【００９２】
　したがって、電子ペン１は、電子ペン用カートリッジ３が、ノックカム機構部４により
その芯体部３１が筐体２の開口２ｂから突出していない、筐体２内に全体が収納されてい
る状態においても、センサ２１０の近傍に持ち来たらされることにより、電子ペン用カー
トリッジ３に設けられているＬＥＤ３４２が発光する。そして、ノックカム機構部４によ
り、電子ペン用カートリッジ３の芯体部３１が筐体２の開口２ｂから突出して状態におい
ては、ＬＥＤ３４２が最大の発光強度の状態で発光する状態となる。
【００９３】
　この場合に、電子ペン１は、ＬＥＤ３４２を発光させるための駆動電圧を得るためのバ
ッテリーなどの電源を有する必要はなく、単に、共振回路３４０Ｒがセンサ２１０から受
信した信号の電力を蓄積して、ＬＥＤ３４２を発光駆動できる発光駆動制御信号を生成す
る信号生成回路３４３を備えるだけの構成を有していればよい。したがって、電子ペンは
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、非常に簡単な構成となっていると共に、電池などのバッテリーが不要であって、当該電
池などのバッテリーをチェックしたりして、電源電圧の確保を心配する必要がないという
効果がある。
【００９４】
　また、上述の実施形態による位置指示器としての電子ペン１においては、位置検出装置
２００からの制御指示の信号を解析して、その解析結果に応じて発光駆動制御信号を生成
する制御回路は不要である。そのため、その制御回路の電源電圧を取得あるいは生成する
回路も不要である。さらに、電子ペン１においては、発光素子は、信号生成回路で生成さ
れた発光駆動制御信号により直接に発光駆動制御されるので、発光素子を発光駆動する回
路を設けると共に、その発光駆動回路を制御するような構成を備える必要がなく、また、
その発光駆動回路及び制御回路の電源電圧を取得あるいは生成する回路も不要である。し
たがって、電子ペン１の電子回路は、非常に簡単な構成とすることができるという効果が
ある。
【００９５】
　［第１の実施形態の変形例］
　＜発光制御用期間ＰＤにおける発光制御信号の他の例＞
　　＜＜第１の例＞＞
　上述の例では、発光制御信号ＬＢの振幅Ｍ２は、位置検出用信号ＳＢｘ及びＳＢｙの振
幅Ｍ１と等しくＭ２＝Ｍ１に選定されているが、電流ドライバ２２２のゲインを処理制御
部２３３が制御することにより、Ｍ２＞Ｍ１とするようにしてもよい。また、上述の例の
ように信号連続時間が、位置検出用信号ＳＢｘ及びＳＢｙよりも長時間とされている場合
には、前述した閾値Ｅｔｈを超えることができる振幅であれば、電流ドライバ２２２のゲ
インを処理制御部２３３が制御することにより、Ｍ２＜Ｍ１とするようにしてもよい。す
なわち、位置検出装置２００において、発振器２２１からの交流信号の振幅と、センサ２
１０からの送信信号（バースト状信号）の信号連続時間との値を処理制御部２３３が制御
することで、電子ペン１において、ＬＥＤ３４２を発光させる駆動電圧の閾値Ｅｔｈを超
える発光駆動制御電圧ＥＤを生成するようにすることができる。
【００９６】
　　＜＜第２の例＞＞
　また、上述の例では、位置検出装置２００のセンサ２１０からのバースト状信号の発光
制御信号ＬＢは、その信号連続時間を、位置検出用信号ＳＢの信号連続時間よりも長時間
とするようにすると共に、バースト状信号の振幅Ｍ１，Ｍ２をも考慮するようにした。し
かし、電子ペン１の信号生成回路３４３で、発光制御信号ＬＢとしてのバースト状信号か
ら発光駆動制御電圧ＥＤを生成することができるようにするためには、発光制御信号ＬＢ
としてのバースト状信号の信号連続時間や振幅のみではなく、発光制御信号ＬＢとしての
バースト状信号の繰り返し周期を、位置検出用信号ＳＢとは異ならせるようにしてもよい
。
【００９７】
　図５に示す例は、位置検出装置２００のセンサ２１０から発光制御用期間ＰＤに送信す
る信号を、周波数ｆ０の交流信号からなるバースト状信号の繰り返し周期を、位置検出用
信号ＳＢとは異ならせるようにした発光制御信号ＬＢａとした場合のタイミングチャート
を示す図である。
【００９８】
　この図５の例においても、位置検出装置２００では、図５（Ａ）に示すように、例えば
７．５ミリ秒の周期Ｔで、位置検出用期間ＰＸＹと発光制御用期間ＰＤと休止期間ＰＰと
を繰り返す。したがって、この図５の例においては、位置検出用期間ＰＸＹにおける動作
は、図５（Ｂ）～（Ｄ）に示すように、図４の例の場合と同様である。
【００９９】
　そして、この図５の例の発光制御用期間ＰＤにおいては、切り替え接続回路２２３は、
図５（Ｂ）に示すように、当該発光制御用期間ＰＤの全体に亘って端子Ｔ側に接続される
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のではなく、位置検出用期間ＰＸＹにおける送信期間と同じ１．５ミリ秒ずつの期間だけ
端子Ｔ側に接続するようにし、かつ、当該端子Ｔ側に接続する期間の繰り返し周期を、位
置検出用期間ＰＸＹの繰り返し周期（１．５ミリ秒）よりも短時間とする。
【０１００】
　すなわち、この例では、発光制御信号ＬＢａを構成するバースト状信号の信号連続時間
は、位置検出用信号ＳＢｘ及びＳＢｙと同一であるが、発光制御信号ＬＢａの繰り返し周
期が、位置検出用信号ＳＢｘと位置検出用信号ＳＢｙとの繰り返し周期よりも短時間とす
る。なお、発光制御用期間ＰＤは３ミリ秒であるので、この例では、図５（Ｂ）、（Ｃ）
に示すように、当該発光制御用期間ＰＤの最後の発光制御信号ＬＢａの信号連続時間は、
図示のように１．５ミリ秒以下となる。
【０１０１】
　ここで、発光制御用期間ＰＤにおいて、切り替え接続回路２２３は、端子Ｔ側に接続さ
れていないときには、端子Ｒ側に接続しておくようにしてもよいし、端子Ｔ及び端子Ｒの
いずれにも接続しない状態にしていてもよい。なお、切り替え接続回路２２３を端子Ｒ側
に接続しておく場合であっても、処理制御部２３３は、この発光制御用期間ＰＤにおいて
は、受信時の動作は行わないようにする。
【０１０２】
　位置検出装置２００において、この図５の例のように、発光制御用期間ＰＤにおいて切
り替え接続回路２２３を切り替え制御するようにすれば、発光制御用期間ＰＤにおいては
、図５（Ｄ）に示すように、発光制御信号ＬＢａとして、１．５ミリ秒の信号連続期間の
バースト状信号が、位置検出用期間ＰＸＹの繰り返し周囲（１．５ミリ秒）よりも短時間
で繰り返されるセンサ２１０から送出する状態となる。
【０１０３】
　以上のように、図５の例においては、バースト状信号の繰り返し周期を、位置検出用期
間ＰＸＹのそれよりも短時間とすることで、電子ペン用カートリッジの電子回路の信号生
成回路３４３においては、図５（Ｄ）及び図５（Ｅ）に示すように、発光制御用期間ＰＤ
において、閾値Ｅｔｈを超えてＬＥＤ３４２を発光点灯状態とすることができる発光駆動
制御信号が生成される。
【０１０４】
　なお、この図５の例に場合には、発光制御用期間ＰＤにおける端子Ｔ側の接続期間は、
位置検出用期間におけるそれと同一の１．５ミリ秒としたが、同一である必要はない。ま
た、発光制御用期間ＰＤにおける発光制御信号ＬＢａとしてのバースト状信号の振幅も、
位置検出用期間の振幅Ｍ１と同一とする必要はない。要は、電子ペン１が、発光制御用期
間ＰＤにおいて、閾値Ｅｔｈを超えてＬＥＤ３４２を発光点灯状態とすることができる発
光駆動制御信号を、発光制御信号ＬＢａから生成することができればよい。
【０１０５】
　＜＜第３の例＞＞
　上述の例では、位置検出装置２００は、位置検出用信号と発光制御信号とを、それぞれ
別々の位置検出用期間ＰＸＹと発光制御用期間ＰＤとにおいて、センサ２１０から時分割
信号で送出するように構成している。しかし、位置検出装置２００のセンサ２１０から送
出する位置検出用信号と発光制御信号とは別々の信号とはせずに、一つの信号により兼用
するようにすることもできる。
【０１０６】
　図６は、この第３の例の場合における、位置検出装置２００及び電子ペン１の動作シー
ケンス例を説明するためのタイミングチャートを示すものである。この例においては、位
置検出装置２００の処理制御部２３３は、図６（Ａ）に示すように、前述の例と同様に、
例えば７．５ミリ秒の周期Ｔで、位置検出動作及び電子ペン１のＬＥＤ３４２の発光制御
処理動作を繰り返すように処理制御するが、前述の例と異なり、独立の発光制御用期間Ｐ
Ｄは存在しない。
【０１０７】
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　すなわち、図６（Ａ）に示すように、この第３の例においては、位置検出装置２００に
おける位置検出及び発光制御のための処理の１周期を位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸ
ＹＤと、休止期間ＰＰとからなるものとする。そして、位置検出及び発光制御兼用期間Ｐ
ＸＹＤは、前半のＸ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＤと、後半のＹ座標位置検出
及び発光制御兼用期間ＰＹＤとからなるものとする。
【０１０８】
　例えば、前述の例と同様に１周期が７．５ミリ秒の場合、図６（Ａ）に示すように、１
周期Ｔを、６ミリ秒の位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＹＤと、１．５ミリ秒の休止期
間ＰＰとからなるものとする。そして、位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＹＤの前半の
３ミリ秒は、Ｘ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＤとし、後半の３ミリ秒は、Ｙ座
標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＹＤとする。
【０１０９】
　そして、Ｘ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＤ及びＹ座標位置検出及び発光制御
兼用期間ＰＹＤのそれぞれにおいては、処理制御部２３３により、切り替え接続回路２２
３が、図６（Ｂ）に示すように、３ミリ秒の始点から２．２５ミリ秒の期間は、送信側端
子Ｔに切り替えられ、残りの０．７５ミリ秒の期間は、受信側端子Ｒに切り替えられるよ
うに制御される。
【０１１０】
　そして、Ｘ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＤにおいては、処理制御部２３３に
より、選択回路２１３が、切り替え接続回路２２３が送信側端子Ｔに切り替えられている
期間及び受信側端子Ｒに切り替えられている期間のそれぞれにおいて、Ｘ軸方向ループコ
イル群２１１Ｘの各ループコイルを順次に選択するように制御される。また、Ｙ座標位置
検出及び発光制御兼用期間ＰＹＤにおいては、処理制御部２３３により、同様にして、選
択回路２１３が、切り替え接続回路２２３が送信側端子Ｔに切り替えられている期間及び
受信側端子Ｒに切り替えられている期間のそれぞれにおいて、Ｙ軸方向ループコイル群２
１２Ｙの各ループコイルを順次に選択するように制御される。
【０１１１】
　なお、休止期間ＰＰは、上述の例と同様に、位置検出装置では、送信動作及び受信動作
のいずれをも休止する期間である。
【０１１２】
　位置検出装置２００では、Ｘ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＤ及びＹ座標位置
検出及び発光制御兼用期間ＰＹＤにおいて切り替え接続回路２２３が送信側端子Ｔに切り
替えられている期間においては、図６（Ｃ）に示すように、発振器２２１からの周波数が
ｆ０であって、電流ドライバが処理制御部２３３により制御されることにより振幅Ｍ３と
されている交流信号が、Ｘ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＤ及びＹ座標位置検出
及び発光制御兼用期間ＰＹＤのうちの２．２５ミリ秒に亘る信号連続時間において、位置
検出及び発光制御用信号ＳＬＢとして、センサ２１０に供給される。このときセンサ２１
０からは、電子ペン１に対しては、この位置検出及び発光制御用信号ＳＬＢは、図６（Ｃ
）に示すように、バースト状信号となっている。
【０１１３】
　そして、前述の例と同様にして、位置検出装置２００は、Ｘ座標位置検出及び発光制御
兼用期間ＰＸＤのうちの切り替え接続回路２２３が端子Ｒに切り替えられる受信期間にお
いて、Ｘ軸方向ループコイル群２１１Ｘの各ループコイルに誘起される電圧を検出するこ
とで、電子ペン１の指示位置を検出すると共に、電子ペン１に印加されている筆圧の検出
処理を行う。また、Ｙ座標位置検出及び発光制御兼用期間ＰＹＤのうちの切り替え接続回
路２２３が端子Ｒに切り替えられる受信期間においては、Ｙ軸方向ループコイル群２１２
Ｙの各ループコイルに誘起される電圧を検出することで、電子ペン１の指示位置を検出す
ると共に、電子ペン１に印加されている筆圧の検出処理を行う。
【０１１４】
　一方、電子ペン１の電子ペン用カートリッジの共振回路３４０Ｒは、位置検出装置２０
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０のセンサ２１０からの位置検出及び発光制御用信号ＳＬＢを受信して、センサ２１０に
帰還する。また、電子ペン１の電子ペン用カートリッジの電子回路３４においては、共振
回路３４０Ｒで受信した位置検出及び発光制御用信号ＳＬＢが信号生成回路３４３の整流
用ダイオード３４３２及び３４３３により整流され、その整流電流によりコンデンサ３４
３４が充電されて、当該コンデンサ３４３４に、バースト信号ＳＬＢの電力が蓄積される
（図６（Ｄ）参照）。
【０１１５】
　コンデンサ３４３４の両端間電圧としての発光駆動制御電圧ＥＤは、図６（Ｄ）に示す
ように、位置検出及び発光制御用信号ＳＬＢが存在している間は、蓄積動作（充電動作）
により上昇し、位置検出及び発光制御用信号ＳＬＢが無くなると、放電動作により低下す
る。
【０１１６】
　そして、この図６の例においては、コンデンサ３４３４の両端間電圧としての発光駆動
制御電圧ＥＤは、位置検出及び発光制御兼用期間ＰＸＹＤのそれぞれの期間内において、
図６Ｄに示すように、ＬＥＤ３４２を発光させる駆動電圧の閾値Ｅｔｈを超えるようにな
る。したがって、この例においても、信号生成回路３４３においては、電子ペン１が位置
検出装置２００のセンサ２１０に近づくと、図６（Ｅ）に示すようにＬＥＤ３４２を発光
駆動するようにする発光駆動制御電圧ＥＤを生成することができるものである。
【０１１７】
　なお、この図６の例の位置検出及び発光制御用信号ＳＬＢは、一例であり、その振幅、
信号連続時間または繰り返し周期のいずれか、あるいは、２つ以上を変えることで、ＬＥ
Ｄ３４２の点灯期間を制御することができる。また、図６の例の１周期Ｔ、位置検出及び
発光制御兼用期間ＰＸＹＤ及び休止期間ＰＰの長さは、一例であり、種々の値に設定する
ことができる。
【０１１８】
　＜電子ペン用カートリッジ３の電子回路の信号生成回路の他の例＞
　上述の実施形態の電子ペン用カートリッジの電子回路３４の信号生成回路３４３は、半
波２倍圧整流回路を用いるようにしたが、これに限られるものではなく、その他種々の整
流回路を用いることができる。
【０１１９】
　図７は、上述の例の半波整流回路を２組、直列に接続して、両波倍電圧整流回路の構成
とした信号生成回路３４３Ａを備える電子回路３４Ａの例を示すものである。この図７に
おいて、前述の図３に示した電子回路３４と同一部分には、同一参照符号を付してある。
【０１２０】
　この図７の例の電子回路３４Ａにおいて、共振回路３４０Ｒは、図３の例と同様に、コ
イル３１１と、コンデンサ３４１と、筆圧検出部材３６で構成される可変容量コンデンサ
３６Ｃの並列回路で構成されているが、この例では、コイル３１１の一端側が接地されて
いる。
【０１２１】
　そして、この例では、この共振回路３４０Ｒで受信された、センサ２１０からの発光制
御信号から、信号生成回路３４３Ａにおいて、ＬＥＤ３４２を発光駆動する発光駆動制御
電圧ＥＤを生成する。
【０１２２】
　そして、この例では、信号生成回路３４３Ａは、コンデンサ３４３１ａ及び３４３４ａ
と、整流用のダイオード３４３２ａ及び３４３３ａとからなり、図３の例の信号生成回路
３４３と同様の構成の第１の半波２倍圧整流回路と、コンデンサ３４３１ｂ及び３４３４
ｂと、整流用のダイオード３４３２ｂ及び３４３３ｂとからなり、図３の例の信号生成回
路３４３と同様の構成の第２の半波２倍圧整流回路とが、直列に接続されて構成されてい
る。この場合に、ダイオード３４３２ａのアノードと、ダイオード３４３３ｂのカソード
とが接続されて、その接続点が接地される。また、コンデンサ３４３４ａとコンデンサ３
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４３４ｂとが直列に接続されると共に、このコンデンサ３４３４ａとコンデンサ３４３４
ｂとの接続点が接地される。そして、コンデンサ３４３４ａとコンデンサ３４３４ｂとの
直列回路に対して並列に、ＬＥＤ３４２が接続される。
【０１２３】
　この図７の例においては、周波数ｆ０の交流信号から発光制御信号を両波整流すること
でＬＥＤ３４２の発光駆動制御電圧ＥＤを生成するので、より効率良く、センサ２１０か
らの発光制御信号から発光駆動制御電圧ＥＤを生成することができる。
【０１２４】
　［第２の実施形態］
　以上説明した第１の実施形態においては、位置検出装置２００は、そのセンサ２１０か
ら送出する発光制御信号を、電磁結合しているか否かに関わらず、同じものとした。しか
し、電子ペン１と位置検出装置２００のセンサ２１０との電磁結合状態に応じて、位置検
出装置２００は、センサ２１０から電子ペン１に送出する発光制御信号を変更制御するよ
うにしてもよい。第２の実施形態は、位置検出装置２００をそのように構成する場合の例
である。
【０１２５】
　第２の実施形態における位置検出装置２００及び電子ペン１のハードウエア構成は、上
述した第１の実施形態と全く同様である。この第２の実施形態では、位置検出装置２００
の処理制御部２３３におけるソフトウェア処理が、第１の実施形態とは異なる。
【０１２６】
　図８は、この第２の実施形態における処理制御部２３３におけるソフトウェア処理の流
れの概要を示すフローチャートである。なお、以下の説明においては、位置検出装置２０
０は、図４に示すように、周期Ｔの期間内に、時分割で、位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙ
と、発光制御信号ＬＢとを、センサ２１０から送出する場合の例として説明する。
【０１２７】
　すなわち、この第２の実施形態においては、処理制御部２３３は、先ず、センサ２１０
が電子ペン１と電磁結合状態になる前の待機時モードを実行する（ステップＳ１０１）。
【０１２８】
　この待機時モードにおいては、この例においては、全ての周期Ｔの期間で位置検出用信
号ＳＢｘ，ＳＢｙ及び発光制御信号ＬＢを送出するのではなく、周期Ｔの複数倍、例えば
周期Ｔの１００倍の期間（１００Ｔ＝７５０ミリ秒）ごとに、位置検出用信号ＳＢｘ，Ｓ
Ｂｙ及び発光制御信号ＬＢを送出する信号送出期間と、送出しない休止期間とを繰り返す
ようにする（図９（Ａ）参照）。
【０１２９】
　したがって、この待機時モードの状態にある位置検出装置２００のセンサ２１０に電子
ペン１が近づくと、すなわち、待機時モードの電子ペン接近状態になると、電子ペン１の
電子ペン用カートリッジ３においては、信号送出期間ではＬＥＤ３４２が点灯状態となり
、休止期間ではＬＥＤ３４２が消灯状態となるので、人間の目には、ＬＥＤ３４２は点滅
する状態となって見える（図９（Ｂ）参照）。
【０１３０】
　なお、上述の「待機時モードの電子ペン接近状態」とは、電子ペン１Ｂとセンサ２１０
とは電磁結合している状態となっているが、電子ペン１Ｂからの帰還信号のレベルが小さ
いため、センサ２１０で、電子ペン１Ｂにより指示された位置を正確に検出することがで
きない状態を言う。
【０１３１】
　位置検出装置２００の処理制御部２３３は、この待機時モードでは、電子ペン１が、上
記の電子ペン接近状態よりもさらにセンサ２１０に近づいて、電子ペン１とセンサ２１０
とが、位置検出として有効に電磁結合する状態（以下、有効電磁結合状態という）となっ
たか否かを、前述したように、センサ２１０のループコイルに誘起される電圧を監視する
ことで判別する（ステップＳ１０２）。なお、この第２の実施形態においては、この有効
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電磁結合状態とは、電子ペン１Ｂのセンサ上の位置を正確に検出することができる状態を
言う。
【０１３２】
　そして、このステップＳ１０２で、電子ペン１とセンサ２１０とが有効電磁結合状態と
なってはいないと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ１０１に戻
して、ステップＳ１０１及びステップＳ１０２を繰り返す。
【０１３３】
　また、ステップＳ１０２で、電子ペン１とセンサ２１０とが有効電磁結合状態となった
と判別したときには、処理制御部２３３は、待機時モードから有効電磁結合時モードに変
更し、全ての周期Ｔの期間で位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙ及び発光制御信号ＬＢを送出
する（ステップＳ１０３；図９（Ｃ）参照）。
【０１３４】
　この電磁結合時モードにおいては、全ての周期Ｔの期間で発光制御信号が送出されるの
で、前述したように、電子ペン１の電子ペン用カートリッジ３のＬＥＤ３４２は、点灯す
る状態となって見える（図９（Ｄ）参照）。
【０１３５】
　位置検出装置２００の処理制御部２３３は、この有効電磁結合時モードでは、電子ペン
１がセンサ２１０から遠ざかって、電子ペン１とセンサ２１０との有効電磁結合状態が解
除される状態になったか否か判別する（ステップＳ１０４）。
【０１３６】
　そして、このステップＳ１０４で、電子ペン１とセンサ２１０との有効電磁結合状態が
解除される状態になってはいないと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステ
ップＳ１０３に戻して、ステップＳ１０３及びステップＳ１０４を繰り返す。
【０１３７】
　また、ステップＳ１０４で、電子ペン１とセンサ２１０との有効電磁結合状態が解除さ
れる状態となったと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ１０１に
戻して、有効電磁結合時モードから待機時モードに変更し、このステップＳ１０１以降の
処理を繰り返す。
【０１３８】
　以上説明したように、この第２の実施形態においては、電子ペン１の電子ペン用カート
リッジ３においては、位置検出装置２００のセンサ２１０からの信号を受信することによ
り、センサ２１０と有効電磁結合する前の状態のときには、ＬＥＤ３４２が点滅し、セン
サ２１０と有効電磁結合した状態になると、ＬＥＤ３４２が点灯状態となる。
【０１３９】
　したがって、電子ペン１の使用者は、ＬＥＤ３４２の点滅状態あるいは点灯状態の発光
態様から、センサ２１０との電磁結合状態を容易に把握することができて便利である。
【０１４０】
　なお、上述の例では、休止期間には、位置検出用信号ＳＢの送出も休止するようにした
が、発光制御信号ＬＢのみを休止するようにしてもよい。
【０１４１】
　また、上述の第２の実施形態の例は、図４に示した、周期Ｔの期間内に、時分割で、位
置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙと発光制御信号ＬＢとを、センサ２１０から送出する場合の
例としたが、図５に示した位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙと、発光制御信号ＬＢａとを時
分割で送出するようにした、発光制御用期間ＰＤにおける発光制御信号の他の例の第１の
例の場合にも適用することができる。また、第２の実施形態は、発光制御用期間ＰＤにお
ける発光制御信号の他の例の第２の例及び第３の例の場合にも適用することができるもの
である。
【０１４２】
　［第２の実施形態の変形例］
　上述の第２の実施形態の例においては、処理制御部２３３においては、待機時モードに



(25) JP 6826041 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

おいては、信号送出期間と休止期間とを設けることで、電子ペン１ではＬＥＤ３４２を点
滅させるようにし、有効電磁結合時モードにおいては、休止期間を設けないようにするこ
とで、ＬＥＤ３４２が点灯させるようにすることで、両モードを使用者が把握できるよう
にした。すなわち、ＬＥＤ３４２の点滅と点灯という発光態様の違いにより、両モードを
使用者が把握できるようにした。しかし、待機時モードと有効電磁結合時モードとを使用
者に把握させるようにする、ＬＥＤ３４２の発光態様の違いとしては、点滅と点灯に限ら
れるものではない。
【０１４３】
　例えば、待機時モードにおいても、有効電磁結合時モードと同様に、全ての周期Ｔの期
間で位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙと発光制御信号ＬＢとを送出するが、待機時モードに
おける位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙ及び発光制御信号ＬＢの振幅ＭＡと、有効電磁結合
時モードにおける位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙ及び発光制御信号ＬＢの振幅ＭＢとを異
ならせ、振幅ＭＡ＜振幅ＭＢとするようにする。
【０１４４】
　このようにすれば、待機時モードにおける電子ペン１のＬＥＤ３４２の発光強度と、有
効電磁結合時モードにおける電子ペン１のＬＥＤ３４２の発光強度の違いから、両モード
を使用者が把握することができる。そして、振幅ＭＡ＜振幅ＭＢとされるので、有効電磁
結合時モードにおける電子ペン１のＬＥＤ３４２の発光強度が、待機時モードのそれより
も大きいので、電子ペン１の使用時に、センサ２１０上において明るく発光することにな
り、電子ペン１のペン先側が明るくなって使い勝手が良くなるという効果がある。
【０１４５】
　なお、この変形例の場合において、待機時モードと有効電磁結合時モードとで、振幅を
変更制御する信号は、発光制御信号ＬＢのみとしてもよい。
【０１４６】
　また、この第２の実施形態の変形例も、発光制御用期間ＰＤにおける発光制御信号の他
の例の第１の例～第３の例のいずれの例の場合にも適用することができるものである。
【０１４７】
　［第３の実施形態］
以上の第１の実施形態及び第２の実施形態においては、電子ペンの発光素子としては、１
個の発光素子であって、白色を含む特定の単色のＬＥＤで構成した場合を想定した。しか
し、電子ペンに設ける発光素子としては、複数個であってもよい。この第３の実施形態に
おいては、電子ペンに、種々の発光色を呈するように、発光色が例えば赤、青、緑の３原
色のそれぞれである３個のＬＥＤを設け、当該３個のＬＥＤによる発光色（合成による発
光色を含む）を位置検出装置からの発光制御信号により、変更制御するようにする。
【０１４８】
　図１０（Ａ）及び（Ｂ）は、この第３の実施形態の場合における電子ペン１Ｂの電子ペ
ン用カートリッジ３Ｂの構成例を示す図であり、図２に示した第１の実施形態の電子ペン
１の電子ペン用カートリッジ３と同一部分には、同一の参照符号を付してある。
【０１４９】
　この第３の実施形態における電子ペン１Ｂの電子ペン用カートリッジ３Ｂは、図１０（
Ｂ）に示すように、筒状体３２の第１の筒状体部３２１内のプリント基板３３上に、発光
色が、赤、青、緑の３原色のそれぞれである３個のＬＥＤ３４２ｒ，ＬＥＤ３４２ｇ，Ｌ
ＥＤ３４２ｂが設けられる。そして、筒状体３２の第１の筒状体部３２１の外周部には、
図１０（Ａ）に示すように、３個のＬＥＤ３４２ｒ，ＬＥＤ３４２ｇ，ＬＥＤ３４２ｂに
対応して、それらの発光光を外部に放射することができるようにするための窓部３２１Ｗ
ｒｇｂが形成されている。
【０１５０】
　そして、このこの第３の実施形態における電子ペン１Ｂの電子ペン用カートリッジ３Ｂ
においては、電子回路３４Ｂが図１１に示すように構成される。その他は、図２に示した
第１の実施形態の電子ペン１の電子ペン用カートリッジ３と同様である。
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【０１５１】
　次に、図１１に示す電子回路３４Ｂについて説明する。この例の電子回路３４Ｂは、信
号生成回路３４３のコンデンサ３４３４に蓄積される電圧ＥＤが供給されるＬＥＤが、３
個のＬＥＤ３４２ｒ，３４２ｇ，３４２ｂとされる点が異なるだけで、その他の構成は、
図２に示した第１の実施形態の電子ペン１の電子ペン用カートリッジ３が備える電子回路
３４と同様である。
【０１５２】
　すなわち、この第３の実施形態における電子回路３４Ｂにおいては、コンデンサ３４３
４に並列に、抵抗３４４ｒとＬＥＤ３４２ｒとの直列回路と、抵抗３４４ｇとＬＥＤ３４
２ｇとの直列回路と、抵抗３４４ｂとＬＥＤ３４２ｂとの直列回路とのそれぞれが接続さ
れている。
【０１５３】
　この電子回路３４Ｂにおいては、発光色が赤であるＬＥＤ３４２ｒが発光駆動される閾
値電圧をＥｔｈｒ、発光色が緑であるＬＥＤ３４２ｇが発光駆動される閾値電圧をＥｔｈ
ｇ、発光色が青であるＬＥＤ３４２ｂが発光駆動される閾値電圧をＥｔｈｂ、とすると、
Ｅｔｈｒ＜Ｅｔｈｇ＜Ｅｔｈｂとなるように、抵抗３４４ｒ、抵抗３４４ｇ、抵抗３４４
ｂのそれぞれの抵抗値が選定されて構成されている。
【０１５４】
　したがって、コンデンサ３４３４の蓄積電圧である発光駆動制御電圧ＥＤが、Ｅｔｈｒ
≦ＥＤ＜Ｅｔｈｇのときには、発光色が赤色のＬＥＤ３４２ｒのみが発光する。そして、
コンデンサ３４３４の蓄積電圧ＥＤが、Ｅｔｈｇ≦ＥＤ＜Ｅｔｈｂのときには、発光色が
赤色のＬＥＤ３４２ｒと、緑のＬＥＤ３４２ｇとが発光して、合成色として黄色の発光色
となる。さらに、コンデンサ３４３４の蓄積電圧ＥＤが、Ｅｔｈｂ≦ＥＤのときには、発
光色が赤色のＬＥＤ３４２ｒと、緑のＬＥＤ３４２ｇと、青のＬＥＤ３４２ｂとの全てが
発光して、合成色として白色の発光色となる。
【０１５５】
　一方、この第３の実施形態においては、位置検出装置２００においては、処理制御部２
３３によるソフトウェア処理により、位置検出装置２００のセンサ２１０と電子ペン１Ｂ
との電磁結合状態及び電子ペン１Ｂのセンサ２１０との接触状態に応じた発光制御信号が
供給されるように構成されている。
【０１５６】
　すなわち、この第３の実施形態における位置検出装置２００の処理制御部２３３は、上
述した第２の実施形態と同様に、待機時モードと、電磁結合時モードとを備える。さらに
、この第３の実施形態における位置検出装置２００の処理制御部２３３は、電子ペン１Ｂ
からの帰還信号から検出される電子ペン１Ｂに印加されている筆圧値を検出することで、
電子ペン１Ｂがセンサ２１０上に接触しているかどうかを検出し、接触しているときには
、電子ペンの接触時モードとなるように構成されている。ここで、処理制御部２３３は、
電子ペン１Ｂがセンサ２１０上に接触しているかどうかは、電子ペン１Ｂにおける筆圧値
が０以上の所定値以上となっているかどうかにより判断する。
【０１５７】
　そして、以下に説明するように、この第３の実施形態の位置検出装置２００では、図４
に示した第１の実施形態の場合と同様に、周期Ｔの期間を位置検出用期間ＰＸＹと、発光
制御用期間ＰＤと、休止期間とに分け、時分割で、位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙと、発
光制御信号とを、センサ２１０から送出するようにする。ただし、この第３の実施形態の
位置検出装置２００においては、発光制御用期間ＰＤに送出する発光制御信号を、上述し
た、待機時モードと、電磁結合時モードと、接触時モードとに応じて変更制御する。これ
により、電子ペン１Ｂの電子ペン用カートリッジ３Ｂの発光素子としての３個のＬＥＤ３
４２ｒ，ＬＥＤ３４２ｇ，ＬＥＤ３４２ｂによる合成の発光色を、上述の待機時モードと
、電磁結合時モードと、接触時モードとに応じて変更制御するようにする。
【０１５８】
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　図１２は、この第３の実施形態における位置検出装置２００の処理制御部２３３による
ソフトウェア処理の流れを説明するためのフローチャートである。また、図１３は、当該
処理制御部２３３におけるソフトウェア処理の流れに応じたセンサ２１０からの送信信号
と、電子ペン１Ｂの電子回路３４Ｂの信号生成回路３４３の動作を説明するためのタイミ
ングチャートである。以下に、図１２及び図１３を参照しながら、この第３の実施形態に
おける位置検出装置２００による電子ペン１Ｂの３個のＬＥＤ３４２ｒ，ＬＥＤ３４２ｇ
，ＬＥＤ３４２ｂの発光制御について説明する。
【０１５９】
　なお、以下に説明する例においては、処理制御部２３３が、電流ドライバのゲインを制
御することで、発光制御用期間ＰＤに送出する発光制御信号の振幅を制御し、これにより
、電子ペン１Ｂの３個のＬＥＤ３４２ｒ，ＬＥＤ３４２ｇ，ＬＥＤ３４２ｂの発光制御を
するようにする。
【０１６０】
　すなわち、この第３の実施形態においては、処理制御部２３３は、先ず、センサ２１０
が電子ペン１と電磁結合状態になる前の待機時モードを実行する（ステップＳ２０１）。
【０１６１】
　この待機時モードにおいては、この例においては、図１３（Ａ）に示すように、全ての
周期Ｔの期間で位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙ及びバースト状信号からなる発光制御信号
ＬＢ１を送出するが、発光制御信号ＬＢ１の振幅Ｍｒを、この例では、位置検出用信号Ｓ
Ｂｘ，ＳＢｙの振幅Ｍ１と等しくする。
【０１６２】
　この待機時モードの状態にある位置検出装置２００のセンサ２１０に電子ペン１Ｂが近
づくと、電子ペン用カートリッジ３Ｂの電子回路３４Ｂの信号生成回路３４３のコンデン
サ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、図１３（Ｂ）に示すように、周期Ｔ毎に
赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈｒを超えるが、緑の閾値電圧Ｅｔｈｇ
及び及び青の閾値電圧Ｅｔｈｂは超えない状態となる。このため、この待機時モードの電
子ペン接近状態になると、電子ペン用カートリッジ３Ｂの赤のＬＥＤ３４２ｒのみが点灯
する状態となり（図１３（Ｃ）参照）、待機時モードの電子ペン接近状態であることを使
用者に報知することができる。この場合に、前述もしたように、コンデンサ３４３４に得
られる発光駆動制御電圧ＥＤは、周期Ｔ毎に、赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電
圧Ｅｔｈｒを超えるので、周期Ｔが例えば７．５ミリ秒と短いことと相俟って、赤のＬＥ
Ｄ３４２ｒは、人間の目には、赤で点灯しているように見える。
【０１６３】
　次に、位置検出装置２００の処理制御部２３３は、この待機時モードでは、電子ペン１
Ｂが、上記の電子ペン接近状態よりもさらにセンサ２１０に近づいて、電子ペン１Ｂとセ
ンサ２１０とが、位置検出として有効に電磁結合する状態（以下、有効電磁結合状態とい
う）となったか否かを、前述したように、センサ２１０のループコイルに誘起される電圧
を監視することで判別する（ステップＳ２０２）。なお、この第３の実施形態においては
、この有効電磁結合状態とは、電子ペン１Ｂのセンサ上の位置を正確に検出することがで
きる状態ではあるが、電子ペン１Ｂがセンサ２１０に接触していない、いわゆるホバーリ
ング状態となっている状態を言う。
【０１６４】
　そして、このステップＳ２０２で、電子ペン１Ｂとセンサ２１０とが有効電磁結合状態
となってはいないと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ２０１に
戻して、ステップＳ２０１及びステップＳ２０２を繰り返す。
【０１６５】
　また、ステップＳ２０２で、電子ペン１Ｂとセンサ２１０とが有効電磁結合状態となっ
たと判別したときには、処理制御部２３３は、待機時モードから有効電磁結合時モードに
変更し、周期Ｔの期間の内の発光制御用期間において、発光制御信号ＬＢ１の振幅Ｍｒよ
り大きい振幅Ｍｇ（Ｍｇ＞Ｍｒ）の発光制御信号ＬＢ２を送出する（ステップＳ２０３；
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図１３（Ｄ）参照）。
【０１６６】
　この有効電磁結合時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｂの電子回路３４Ｂ
の信号生成回路３４３のコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、図１３
（Ｅ）に示すように、周期Ｔ毎に赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈｒ及
び緑のＬＥＤ３４２ｇを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈｇを超えるが、青の閾値電圧Ｅｔｈ
ｂは超えない状態となる。
【０１６７】
　このため、有効電磁結合時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｂの赤のＬＥ
Ｄ３４２ｒ及び緑のＬＥＤ３４２ｇが点灯する状態となり（図１３（Ｆ）及び（Ｇ）参照
）、電子ペン１Ｂは、合成の黄色の発光する状態となって、有効電磁結合時モードである
ことを使用者に報知することができる。
【０１６８】
　位置検出装置２００の処理制御部２３３は、この有効電磁結合時モードでは、電子ペン
１Ｂがセンサ２１０から遠ざかって、電子ペン１Ｂとセンサ２１０との有効電磁結合状態
が解除される状態になったか否か判別する（ステップＳ２０４）。
【０１６９】
　そして、このステップＳ２０４で、電子ペン１Ｂとセンサ２１０との有効電磁結合状態
が解除される状態になっていると判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステッ
プＳ２０１に戻して、上述したステップＳ２０１以降の処理を繰り返す。
【０１７０】
　また、ステップＳ２０４で、電子ペン１Ｂとセンサ２１０との有効電磁結合状態が解除
される状態とはなっていないと判別したときには、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｂか
ら受信した帰還信号から電子ペン１Ｂに印加されている筆圧値を検出して、その筆圧値が
所定値以上となっているかどうかをチェックすることにより、電子ペン１Ｂがセンサ２１
０に接触しているか否か判別する（ステップＳ２０５）。
【０１７１】
　このステップＳ２０５で、電子ペン１Ｂがセンサ２１０に接触してはいないと判別した
ときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ２０３に戻して、このステップＳ２０
３以降の処理を繰り返す。
【０１７２】
　また、ステップＳ２０５で、電子ペン１Ｂがセンサ２１０に接触していると判別したと
きには、処理制御部２３３は、有効電磁結合時モードから電子ペンの接触時モードに変更
し、周期Ｔの期間の内の発光制御用期間において、発光制御信号ＬＢ２を構成するバース
ト状信号の振幅Ｍｇより大きい振幅Ｍｂ（Ｍｂ＞Ｍｇ）のバースト状信号である発光制御
信号ＬＢ３を送出する（ステップＳ２０６；図１３（Ｈ）参照）。
【０１７３】
　この電子ペンの接触時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｂの電子回路３４
Ｂの信号生成回路３４３のコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、図１
３（Ｉ）に示すように、周期Ｔ毎に赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈｒ
、緑の閾値電圧Ｅｔｈｇ及び青の閾値電圧Ｅｔｈｂの全てを超える状態となる。
【０１７４】
　このため、この電子ペンの接触時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｂの赤
のＬＥＤ３４２ｒ、緑のＬＥＤ３４２ｇ及び青のＬＥＤ３４２ｂのすべてが点灯する状態
となり（図１３（Ｊ）、（Ｋ）及び（Ｌ）参照）、電子ペン１Ｂは、合成色である白色で
発光する状態となって、電子ペンの接触時モードであることを使用者に報知することがで
きる。
【０１７５】
　以上のようにして、この第３の実施形態においては、位置検出装置２００からの発光制
御信号により、電子ペン１Ｂに設けた発光素子による発光色を、制御することができる。
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そして、上述の例においては、位置検出装置２００からは、位置検出装置２００のセンサ
２１０と電子ペン１Ｂとの電磁結合状態及び電子ペン１Ｂのセンサ２１０との接触状態に
応じた発光制御信号が供給されて、電子ペン１Ｂでは、その発光素子の発光色により、電
子ペン１Ｂと位置検出装置２００との電磁結合関係や接触状態が使用者に報知される。し
たがって、使用者は、電子ペン１Ｂの発光素子の発光色を見るだけで、センサ２１０に対
して電子ペン１Ｂがどのような結合関係状態にあるかを知ることができて、非常に便利で
ある。
【０１７６】
　なお、上述の第３の実施形態では、処理制御部２３３は、発光制御信号を構成するバー
スト信号の振幅を、３つのモードに応じて変更することで、電子ペン１Ｂの発光素子の発
光色を制御するようにしたが、図５に示した例のように、発光制御信号を構成するバース
ト信号の信号連続時間及び繰り返し周期を制御することで、電子ペン１Ｂの発光素子の発
光色を制御するようにしてもよい。また、発光制御信号を構成するバースト信号の信号連
続時間のみや、繰り返し周期のみを制御するようにしてもよいし、信号連続時間と、繰り
返し周期と、振幅との２つ以上を組み合わせて制御するようにしてもよい。
【０１７７】
　また、この第３の実施形態においても、図６に示したように、位置検出用信号と発光制
御信号とを共通の信号で兼用するようにして、当該共通の信号を構成するバースト信号の
振幅、信号連続時間、繰り返し周期のいずれか、あるいは、それらの２つ以上を組み合わ
せて制御することで、電子ペン１Ｂの発光素子の発光色を制御するようにしてもよい。
【０１７８】
　［第４の実施形態］
　第４の実施形態は、上述した第３の実施形態の変形例である。上述の第３の実施形態に
おける電子ペン１Ｂにおいては、３個のＬＥＤ３４２ｒ，３４２ｇ，３４２ｂの内の発光
させるＬＥＤの数を制御することで、発光色を変えるようにした。これに対して、第４の
実施形態においては、当該第４の実施形態における電子ペン１Ｃの電子ペン用カートリッ
ジ３Ｃに設ける３個のＬＥＤ３４２ｒ，３４２ｇ，３４２ｂのそれぞれを切り替え制御す
ることができるように構成し、発光色を、赤、緑、青とすることができるようにする。
【０１７９】
　この第４の実施形態では、位置検出装置２００の構成は、上述の第３の実施形態と全く
同様とすることができる。そして、この第４の実施形態における電子ペン１Ｃの電子ペン
用カートリッジ３Ｃは、機械構造的なハードウエア構成は、図１０に示した第３の実施形
態と同様であるが、電子回路の構成が異なる。
【０１８０】
　図１４は、この第４の実施形態における電子ペン１Ｃの電子ペン用カートリッジ３Ｃの
電子回路３４Ｃの回路構成例を示すものである。この図１４において、前述の図１１に示
した第３の実施形態の電子ペン用カートリッジ３Ｂの電子回路３４Ｂと同一部分には、同
一参照符号を付してある。
【０１８１】
　すなわち、この第４の実施形態における電子回路３４Ｃにおいては、コンデンサ３４３
４に並列に、抵抗３４４ｒとＬＥＤ３４２ｒとスイッチ回路３４５ｒの直列回路と、抵抗
３４４ｇとＬＥＤ３４２ｇとスイッチ回路３４５ｇと抵抗３４６ｇの直列回路と、抵抗３
４４ｂとＬＥＤ３４２ｂと抵抗３４６ｂの直列回路とのそれぞれが接続されている。
【０１８２】
　スイッチ回路３４５ｒ及びスイッチ回路３４５ｇは、通常オン状態（閉状態）とされる
スイッチ回路である。電子回路３４Ｃにおいては、スイッチ回路３４５ｇは、ＬＥＤ３４
２ｂが発光状態となって抵抗３４６ｂに電流が流れることにより当該抵抗３４６ｂの両端
間に得られる電圧によりオフに制御される。
【０１８３】
　また、スイッチ回路３４５ｒは、ＬＥＤ３４２ｇが発光状態となって抵抗３４６ｇに電



(30) JP 6826041 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

流が流れることにより当該抵抗３４６ｇの両端間に得られる電圧によりオフに制御される
。さらに、スイッチ回路３４５ｒは、ＬＥＤ３４２ｂが発光状態となって抵抗３４６ｂに
電流が流れることにより当該抵抗３４６ｂの両端間に得られる電圧によってもオフに制御
される。抵抗３４６ｇの両端間に得られる電圧と、抵抗３４６ｂの両端間に得られる電圧
とによってスイッチ回路３４５ｒが制御されるように、図１４の例では、オア回路３４７
を介して、抵抗３４６ｇの両端間に得られる電圧と、抵抗３４６ｂの両端間に得られる電
圧とがスイッチ回路３４５ｒの制御端子に供給されるように構成されている。
【０１８４】
　この第４の実施形態においても、位置検出装置２００のセンサ２１０からは、図１３に
示したように、待機時モード、有効電磁結合時モード、電子ペンの接触時モードのそれぞ
れに応じた発光制御信号ＬＢ１，ＬＢ２，ＬＢ３が送出される。
【０１８５】
　そのため、第４の実施形態において、待機時モードの状態にある位置検出装置２００の
センサ２１０に電子ペン１Ｃが近づくと、電子ペン用カートリッジ３Ｃの電子回路３４Ｃ
の信号生成回路３４３のコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、図１３
（Ｂ）に示したように、周期Ｔ毎に赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈｒ
のみを超える。このため、電子ペン用カートリッジ３Ｃの赤のＬＥＤ３４２ｒのみが点灯
する状態となり、待機時モードであることを使用者に報知することができる。
【０１８６】
　また、有効電磁結合時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｃの電子回路３４
Ｃの信号生成回路３４３のコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、図１
３（Ｅ）に示したように、周期Ｔ毎に赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈ
ｒ及び緑のＬＥＤ３４２ｇを発光駆動する閾値電圧Ｅｔｈｇを超える。
【０１８７】
　このため、有効電磁結合時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｂの赤のＬＥ
Ｄ３４２ｒ及び緑のＬＥＤ３４２ｇが点灯することが可能な状態となる。しかし、このと
き、緑のＬＥＤ３４２ｇが点灯することにより、当該緑のＬＥＤ３４２ｇを通じて流れる
電流により、抵抗３４６ｇの両端間に電圧が発生し、これにより、スイッチ回路３４５ｒ
がオフに制御される。したがって、赤のＬＥＤ３４２ｒには駆動電流は流れず、赤のＬＥ
Ｄ３４２ｒは点灯できず、消灯状態となる。したがって、有効電磁結合時モードにおいて
は、緑のＬＥＤ３４２ｇのみが点灯する状態に切り替えられる。
【０１８８】
　そして、電子ペンの接触時モードになると、電子ペン用カートリッジ３Ｃの電子回路３
４Ｃの信号生成回路３４３のコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤは、図
１３（Ｉ）に示したように、周期Ｔ毎に赤のＬＥＤ３４２ｒを発光駆動する閾値電圧Ｅｔ
ｈｒ、緑の閾値電圧Ｅｔｈｇ及び青の閾値電圧Ｅｔｈｂの全てを超える状態となる。
【０１８９】
　このため、電子ペンの接触時モードにおいては、電子ペン用カートリッジ３Ｂの赤のＬ
ＥＤ３４２ｒ、緑のＬＥＤ３４２ｇ及び青のＬＥＤ３４２ｂのすべてが点灯することが可
能な状態となる。しかし、このとき、青のＬＥＤ３４２ｂが点灯することにより、当該青
のＬＥＤ３４２ｂを通じて流れる電流により、抵抗３４６ｂの両端間に電圧が発生し、こ
れにより、スイッチ回路３４５ｒ及びスイッチ回路３４５ｇがオフに制御される。したが
って、赤のＬＥＤ３４２ｒ及び緑のＬＥＤ３４２ｇには駆動電流は流れず、赤のＬＥＤ３
４２ｒ及び緑のＬＥＤ３４２ｇは点灯できず、消灯状態となる。したがって、電子ペンの
接触時モードにおいては、青のＬＥＤ３４２ｂのみが点灯する状態に切り替えられる。
【０１９０】
　以上のようにして、この第４の実施形態においては、位置検出装置２００からの発光制
御信号により、電子ペン１Ｃに設けた発光素子としての赤、緑、青の３色のＬＥＤ３４２
ｒ、ＬＥＤ３４２ｇ及びＬＥＤ３４２ｂを、位置検出装置２００からの発光制御信号によ
り切り替えて発光させるように制御することができる。
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【０１９１】
　そして、上述の例においては、電子ペン１Ｃでは、その発光素子の発光色の違いにより
、電子ペン１Ｂと位置検出装置２００との電磁結合関係や接触状態を使用者に報知するこ
とができるので、使用者は、電子ペン１Ｃの発光素子の発光色を見るだけで、センサ２１
０に対して電子ペン１Ｂがどのような関係状態にあるかを知ることができて、非常に便利
である。
【０１９２】
　なお、この第４の実施形態においても、上述の第３の実施形態と同様に、処理制御部２
３３は、発光制御信号を構成するバースト信号の振幅を、３つのモードに応じて変更制御
するだけでなく、発光制御信号を構成するバースト信号の信号連続時間や、繰り返し周期
のみを制御するようにしてもよいし、信号連続時間と、繰り返し周期と、振幅との２つ以
上を組み合わせて制御するようにしてもよい。
【０１９３】
　また、この第４の実施形態も、上述の第３の実施形態と同様に、図６に示した位置検出
用信号と発光制御信号とを共通の信号で兼用し、その共通の信号を構成するバースト信号
の振幅、信号連続時間、繰り返し周期のいずれか、あるいは、それらの２つ以上を組み合
わせて制御することで、電子ペン１Ｂの発光素子の発光色を制御することもできる。
【０１９４】
　なお、第３の実施形態及び第４の実施形態では、電子ペン１Ｂ，１Ｃと位置検出装置２
００のセンサ２１０との電磁結合状態や接触状態などの両者の位置的な結合状態に応じて
位置検出装置２００からの発光制御信号を変更制御することで、電子ペン１Ｂ，１Ｃの発
光素子の発光色を変更制御するようにした。
【０１９５】
　しかし、第３の実施形態及び第４の実施形態の構成において、位置検出装置２００から
の発光制御信号による電子ペン１Ｂまたは電子ペン１Ｃの発光素子の発光色を変更制御態
様は、電子ペン１Ｂまたは電子ペン１Ｃと位置検出装置２００のセンサ２１０との位置的
な結合関係に応じて、電子ペン１Ｂまたは電子ペン１Ｃの発光素子の発光色を変更制御す
る場合に限られるものではない。
【０１９６】
　例えば、位置検出装置２００の処理制御部２３３が、パーソナルコンピュータなどの情
報処理装置に接続されていて、当該情報処理装置の表示画面において、電子ペンによる描
画色を使用者が設定することができるようにされている場合に、その使用者により設定さ
れた描画色の情報を処理制御部２３３が情報処理装置から取得し、当該設定された描画色
に応じた発光制御信号を、位置検出装置２００のセンサ２１０から送出するように構成す
ることもできる。
【０１９７】
　例えば、上述の例の電子ペン１Ｂまたは電子ペン１Ｃのように、発光素子の発光色が３
種の場合には、その３種の色に対応する描画色の選択画面が、位置検出装置２００の処理
制御部２３３に接続された情報処理装置の表示画面に表示される。そして、その３種の描
画色のいずれかが使用者により選択されたときには、その選択情報が処理制御部２３３に
、情報処理装置から伝達される。処理制御部２３３は、情報処理装置から取得した選択さ
れた描画色を認識して、その描画色に応じた発光色で電子ペン１Ｂまたは電子ペン１Ｃを
発光させるようにする発光制御信号を、センサ２１０から送出するようする。
【０１９８】
　このように構成すれば、使用者は、位置検出装置２００が接続されている情報処理装置
を通じて選択した電子ペンによる描画色を、電子ペンの発光素子の発光色で確認すること
ができるようになる。この場合に、電子ペンでは、信号生成回路で、発光制御信号から発
光駆動制御信号を生成するだけの簡単な構成でよいので、位置検出装置２００からの発光
色の指定情報を受信してそれを解析し、発光素子の発光を制御するような複雑な構成は不
要となるという顕著な効果を奏する。
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【０１９９】
　［第５の実施形態］
　上述した実施形態の位置指示器の例の電子ペンでは、電子ペン用カートリッジを筐体内
に１本のみを収納するようにした場合であった。この第５の実施形態では、筐体内に複数
本の電子ペン用カートリッジを収納させ、ノック機構により、その複数本の電子ペン用カ
ートリッジの内の１本を選択して、その選択した電子ペン用カートリッジのペン先部の先
端を、筐体のペン先側の開口から突出させて使用するようにする。
【０２００】
　前述したように、第１の実施形態の電子ペン１の電子ペン用カートリッジ３は、ボール
ペンの替え芯６と互換性を取れる構成を備えるようにされている。市販のボールペンとし
ては、インク色の異なる替え芯を装着した多色ボールペンが存在する。この第５の実施形
態は、電子ペン用カートリッジ３と同様の構成の電子ペン用カートリッジを、この多色ボ
ールペンの筐体と同様の構成の筐体に収納することで構成される電子ペンを提供するもの
である。
【０２０１】
　図１５（Ａ）は、この第５の実施形態の電子ペン１Ｍの外観を示す構成図である。この
図１５（Ａ）の例も、電子ペン１Ｍの筐体２Ｍが透明の合成樹脂で構成されていて、その
内部が透けて見える状態として示している。
【０２０２】
　電子ペン１Ｍの筐体２Ｍは、市販のノック式の多色ボールペンの筐体及びノックカム機
構と同一の構成を備えている。市販のノック式の多色ボールペンの筐体及びノックカム機
構をそのまま用いてもよい。この筐体２Ｍ内には、この例では、３本の電子ペン用カート
リッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆが収納されている。
【０２０３】
　この電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆは、多色ボールペンの替え芯と同寸法に
構成されている点を除けば、機械構造的な構成は、第１の実施形態の電子ペン用カートリ
ッジ３と同様とされている。ただし、この第５の実施形態の場合の電子ペン用カートリッ
ジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆにおいては、後述するように第２の筒状体部３２２に、ノック機構に
よる軸心方向の移動に応じてオン・オフするスイッチ部材が設けられる点が、前述した第
１の実施形態における電子ペン用カートリッジ３とは異なる。この第５の実施形態におい
ては、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆの構成部品で電子ペン用カートリッジ３
と同一部分には、同一参照符号に、それぞれのサフィックスＤ，Ｅ，Ｆを付加するように
する。
【０２０４】
　そして、この第５の実施形態における電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆにおい
ては、第１の筒状体部３２１Ｄ，３２１Ｅ，３２１Ｆの内部のプリント基板３３Ｄ，３３
Ｅ，３３Ｆ（図１５においては、図示は省略）上には、発光素子の例としてのＬＥＤ３４
２Ｄ，ＬＥＤ３４２Ｅ，ＬＥＤ３４２Ｆ（図１５においては、図示は省略）が収納されて
いる。この例においても、ＬＥＤ３４２Ｄ，ＬＥＤ３４２Ｅ，ＬＥＤ３４２Ｆは、それぞ
れ電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆにおいて、芯体部３１Ｄ，３１Ｅ，３１Ｆの
近傍側に配設されている。
【０２０５】
　そして、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆの第１の筒状体部３２１Ｄ，３２１
Ｅ，３２１Ｆには、それぞれのＬＥＤ３４２Ｄ，ＬＥＤ３４２Ｅ，ＬＥＤ３４２Ｆが配さ
れている位置に対応した側周面には、光透過性であって、かつ、光拡散効果を備える樹脂
材料で構成されている窓部３２１ＷＤ，３２１ＷＥ，３２１ＷＦがそれぞれ形成されてい
る。
【０２０６】
　筐体２Ｍの軸心方向の一端側には開口２Ｍａが形成されており、電子ペン用カートリッ
ジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆのいずれかがノック機構により軸心方向にスライド移動させられたと
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きに、その芯体部３１Ｄ，３１Ｅ，３１Ｆのいずれかのペン先部３１３Ｄ，３１３Ｅ，３
１３Ｆの先端が、この開口２Ｍａを通じて外部に突出するようにされる。
【０２０７】
　この第５の実施形態の電子ペン１Ｍでは、後述するように、この電子ペン用カートリッ
ジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆに設けられたスイッチの状態により、電子ペン１Ｍにおいて、それぞ
れの電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆがノック機構により軸心方向にスライド移
動させて、芯体部３１Ｄ，３１Ｅ，３１Ｆのペン先部３１３Ｄ，３１３Ｅ，３１３Ｆの先
端が、開口２Ｍａを通じて外部に突出するようにされている状態となっているかどうかを
検出するようにする。電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆのその他の構成は、第１
の実施形態の電子ペン用カートリッジ３と同様とされる。
【０２０８】
　電子ペン１Ｍのノック機構は、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆのそれぞれが
嵌合される嵌合部４２Ｄａ，４２Ｅａ，４２Ｆａを備えるノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２
Ｆと、ばね受け部材７と、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆのそれぞれの嵌合部
４２Ｄａ，４２Ｅａ，４２Ｆａとばね受け部材７との間に配設されるコイルばね８Ｄ，８
Ｅ，８Ｆとからなる。
【０２０９】
　ばね受け部材７は、筐体２Ｍの中空部内の軸心方向の所定位置に固定されて取り付けら
れている。このばね受け部材７には、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆの第２の
筒状体部３２２Ｄ，３２２Ｅ，３２２Ｆが挿通される貫通孔７Ｄ，７Ｅ，７Ｆが形成され
ている。電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆのそれぞれは、このばね受け部材７の
貫通孔７Ｄ，７Ｅ，７Ｆのそれぞれ、及びコイルばね８Ｄ，８Ｅ，８Ｆのそれぞれを挿通
して、ノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２Ｆの嵌合部４２Ｄａ，４２Ｅａ，４２Ｆａに嵌合さ
れることにより、電子ペン１Ｍに取り付けられる。
【０２１０】
　筐体２Ｍの、ノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２Ｆが収納される部分には、ノック棒４２Ｄ
，４２Ｅ，４２Ｆの一部が外部に露出されると共に、ノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２Ｆの
それぞれが、軸心方向に移動することが可能なようにされた透孔スリット（図１５（Ａ）
では図示を省略）が設けられている。
【０２１１】
　電子ペン１Ｍは、周知の多色ボールペンと同様に、ノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２Ｆの
いずれかが開口２Ｍａ側にスライドさせられて、そのノック棒に嵌合している電子ペン用
カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆのいずれかの芯体部３１Ｄ，３１Ｅ，３１Ｆのペン先部３
１３Ｄ，３１３Ｅ，３１３Ｆの先端が開口２Ｍａから外部に突出する状態になったときに
、ノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２Ｆの係止部（図示は省略）が、筐体２Ｍの中空部内に形
成されている係合部に係合して、その状態で係止するロック状態となる。
【０２１２】
　そして、そのロック状態で、他のノック棒が、開口２Ｍａ側にスライド移動させられる
と、ロック状態にあるノック棒のロックが解除されて、コイルばね８Ｄ，８Ｅ，８Ｆのい
ずれかにより、そのノック棒が図１５（Ａ）に示す元の状態に戻る。そして、後からスラ
イド移動させられたノック棒は、そのノック棒に嵌合している電子ペン用カートリッジ３
Ｄ，３Ｅ，３Ｆのいずれかのペン先部３１３Ｄ，３１３Ｅ，３１３Ｆの先端が開口２Ｍａ
から外部に突出する状態で、ロック状態となることができる。
【０２１３】
　以下、同様に、ノック棒をスライド移動させることにより、開口２Ｍａから先端を突出
させる電子ペン用カートリッジを変えることができる。ノック棒４２Ｄ，４２Ｅ，４２Ｆ
のいずれかのスライド移動を、ロック状態になる途中で停止したときには、ロック中の他
のノック棒のロック解除を行うと共に、そのノック棒は、コイルばね８Ｄ，８Ｅ，８Ｆの
いずれかにより、図１５（Ａ）の状態に復帰する。
【０２１４】
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　図１５（Ｂ）及び（Ｃ）は、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆに設けられるス
イッチについて説明するための図である。この図１５（Ｂ），（Ｃ）は、電子ペン用カー
トリッジ３Ｄに設けられるスイッチ部材９Ｄについて示したもので、他の電子ペン用カー
トリッジ３Ｅ，３Ｆのスイッチ部材９Ｅ，９Ｆ（図示は省略）についても同様に構成され
るものである。
【０２１５】
　すなわち、電子ペン用カートリッジ３Ｄが、非ロック状態であるノック棒４２Ｄの嵌合
部４２Ｄａに嵌合されたときに、丁度、ばね受け部材７の貫通孔７Ｄに収納される第２の
筒状体部３２２Ｄの部位の周面に貫通孔３２２Ｄａが設けられると共に、第２の筒状体部
３２２Ｄ内に、この貫通孔３２２Ｄａから一部が露呈するように、スイッチ部材９Ｄが設
けられる。
【０２１６】
　このスイッチ部材９Ｄは、弾性を有すると共に導電性を有する材料、例えば弾性を有す
る導電性金属で構成される。このスイッチ部材９Ｄは、図１５（Ｂ）及び（Ｃ）に示すよ
うに、第２の筒状体部３２２Ｄの貫通孔３２２Ｄａの近傍の内壁面に固定される固定端子
片９１と、当該固定端子片９１と弾性的に接触可能な可動端子片９２とからなる。可動端
子片９２は、固定端子片９１と弾性的に接触する状態と、非接触の状態とを取り得るよう
に構成された折り曲げ部９２ａを備え、この折り曲げ部９２ａの一部が貫通孔３２２Ｄａ
から突出することが可能ように、第２の筒状体部３２２Ｄ内に取り付けられている。
【０２１７】
　電子ペン用カートリッジ３Ｄが、非ロック状態であるノック棒４２Ｄの嵌合部４２Ｄａ
に嵌合されて、電子ペン用カートリッジ３Ｄの全てが筐体２Ｍの中空部に存在する状態で
あるときには、図１５（Ｂ）に示すように、スイッチ部材９Ｄは、丁度、ばね受け部材７
の貫通孔７Ｄ内に位置する。このため、可動端子片９２の折り曲げ部９２ａは、貫通孔７
Ｄの内壁により第２の筒状体部３２２Ｄ内側に弾性的に変位し、固定端子片９１と可動端
子片９２とは接触せずに離間する状態となる。すなわち、スイッチ部材９Ｄは、オフの状
態となる。
【０２１８】
　ノック棒４２Ｄがロック状態までスライド移動されて、電子ペン用カートリッジ３Ｄの
芯体部３１Ｄのペン先部３１３Ｄの先端が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出している状態に
なると、図１５（Ｃ）に示すように、スイッチ部材９Ｄは、ばね受け部材７の貫通孔７Ｄ
から脱する状態になる。すると、可動端子片９２の折り曲げ部９２ａの一部が貫通孔３２
２Ｄａから突出するように弾性変位し、これにより、可動端子片９２と固定端子片９１と
が接触する状態となる。すなわち、スイッチ部材９Ｄは、オンの状態となる。
【０２１９】
　そして、スイッチ部材９Ｄは、電子ペン用カートリッジ３Ｄの第１の筒状体部３２１Ｄ
内に収納されている電子回路３４Ｄ（後述する図１６参照）に組み込まれる。
【０２２０】
　電子ペン用カートリッジ３Ｅ及び電子ペン用カートリッジ３Ｆにおいても、同様にして
、第２の筒状体部３２２Ｅ及び第２の筒状体部３２２Ｆにスイッチ部材９Ｅ及び９Ｆ（図
示は省略）が設けられており、それぞれの第１の筒状体部３２１Ｅ及び３２１Ｆに収納さ
れている電子回路３４Ｅ及び３４Ｆ（図示は省略）に組み込まれる。
【０２２１】
　［第５の実施形態における電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆの
電子回路及び位置検出装置２００Ｄの構成例］
　図１６は、第５の実施形態における電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ
，３Ｆの電子回路及び位置検出装置２００Ｄの構成例を示す図である。なお、この図１６
では、電子ペン１Ｍの内の電子ペン用カートリッジ３Ｄと、位置検出装置２００Ｄとの関
係を示した。電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｅ及び３Ｆと、位置検出装置２０
０Ｄとの関係も同様であるので、電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｅ及び３Ｆの
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電子回路３４Ｅ及び３４Ｆについての説明は省略する。
【０２２２】
　図１６に示すように、この例の電子回路３４Ｄにおいては、前述の実施形態と同様に、
共振回路３４０ＲＤで受信されたセンサ２１０からの交流信号を、信号生成回路３４３Ｄ
で整流してコンデンサ３４３４に蓄積することで、発光駆動制御電圧ＥＤを生成する。そ
して、生成した発光駆動制御電圧ＥＤにより、ＬＥＤ３４２Ｄを駆動するようにする。
【０２２３】
　そして、この第５の実施形態においては、スイッチ部材９Ｄが、共振回路３４０ＲＤの
コイル３１１Ｄとコンデンサ３４１Ｄとの間に接続される。すなわち、スイッチ部材９Ｄ
の固定端子片９１がコイル３１１Ｄの一端に接続されと共に、可動端子片９２がコンデン
サ３４１Ｄを介してコイル３１１Ｄの他端に接続される。
【０２２４】
　したがって、スイッチ部材９Ｄがオフの状態のときには、共振回路３４０ＲＤは形成さ
れないため、電子ペン用カートリッジ３Ｄはセンサ２１０との間で電磁結合する状態とは
ならない。そして、スイッチ部材９Ｄがオンの状態になると、共振回路３４０ＲＤが形成
されて、電子ペン用カートリッジ３Ｄはセンサ２１０との間で電磁結合する状態となる。
すなわち、電子ペン用カートリッジ３Ｄは、筐体２Ｍ内に芯体部３１Ｄが収納されている
状態では、センサ２１０との間で電磁結合することはなく、ノック機構４２Ｄによりスラ
イド移動されて、芯体部３１Ｄのペン先部３１３Ｄが筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出する
状態にロックされると、電子ペン用カートリッジ３Ｄはセンサ２１０との間で電磁結合す
ることが可能な状態となる。
【０２２５】
　そして、この第５の実施形態においては、図１６に示すように、電子ペン用カートリッ
ジ３Ｄの第１の筒状体部３２１Ｄ内のプリント基板には、電子回路３４Ｄに加えて、制御
回路４００Ｄが設けられると共に、この制御回路４００Ｄに対して、ＩＤ（識別情報）メ
モリ４０１Ｄと、無線通信部４０２Ｄとが接続されて設けられる。さらに、電源部４０３
Ｄが設けられる。
【０２２６】
　ＩＤメモリ４０１Ｄには、電子ペン用カートリッジ３Ｄの識別情報が記憶されている。
無線通信部４０２Ｄは、この第５の実施形態の位置検出装置２００Ｄに設けられている無
線通信部２３４と無線通信するためのものである。この例では、無線通信部４０２Ｄ及び
無線通信部２３４は、例えばブルートゥース（登録商標）規格の近距離無線通信技術を用
いるもので構成される。無線通信部４０２Ｄ及び無線通信部２３４は、その他の無線通信
技術を用いるもので構成してもよいことは言うまでもない。
【０２２７】
　電源部４０３Ｄは、制御回路４００Ｄ、ＩＤメモリ４０１Ｄ及び無線通信部４０２Ｄ用
のものであり、例えば、１次電池や２次電池で構成することができる。また、電源部４０
３Ｄは、電子回路３４Ｄの信号生成回路３４３Ｄを構成する整流回路からの電圧から、制
御回路４００Ｄ、ＩＤメモリ４０１Ｄ及び無線通信部４０２Ｄに供給する電源電圧を生成
する回路であってもよい。なお、この第５の実施形態における電子ペン用カートリッジ３
Ｄにおいても、電子回路３４Ｄについての電源は、電子ペン用カートリッジ３Ｄに設ける
必要はない。
【０２２８】
　そして、図１６に示すように、スイッチ部材９Ｄの固定端子片９１及び可動端子片９２
が、制御回路４００Ｄに電気的に接続されている。制御回路４００Ｄは、スイッチ部材９
Ｄのオン・オフの状態を監視して、スイッチ部材９Ｄがオフの状態であるときには、電子
ペン用カートリッジ３Ｄの全てが筐体２Ｍの中空部に存在する状態であると認識し、スイ
ッチ部材９Ｄはオンの状態であるときには、ノック棒４２Ｄにより電子ペン用カートリッ
ジ３Ｄの芯体部３１Ｄのペン先部３１３Ｄの先端が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出してい
る状態（共振回路３４０ＲＤが動作している状態）であると認識するようにする。
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【０２２９】
　そして、制御回路４００Ｄは、スイッチ部材９Ｄがオンの状態であって、電子ペン用カ
ートリッジ３Ｄの芯体部３１Ｄのペン先部３１３Ｄの先端が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突
出している状態（共振回路３４０ＲＤが動作している状態）であると認識したときには、
ＩＤメモリ４０１Ｄに記憶されている識別情報を、無線通信部４０２Ｄを通じて位置検出
装置２００Ｄの無線通信部２３４に送信するようにする。
【０２３０】
　この例では、電子ペン用カートリッジ３Ｄには、その指示位置に応じて表示する軌跡（
文字や図形）を赤色とする赤ペンの機能が割り当てられ、電子ペン用カートリッジ３Ｅに
は、その指示位置に応じて表示する軌跡を緑色とする緑色ペンの機能が割り当てられ、電
子ペン用カートリッジ３Ｆには、その指示位置に応じて表示する軌跡を青色とする青色ペ
ンの機能が割り当てられている。ＩＤメモリ４０１Ｄ、４０１Ｅ，４０１Ｆ（ＩＤメモリ
４０１Ｅ，４０１Ｆは図示を省略）に記憶される識別情報には、この実施形態においては
、電子ペン１Ｍや電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆ自身を識別する情報の他、こ
れら文字色を識別する情報が含まれる。
【０２３１】
　そして、電子ペン用カートリッジ３ＤのＬＥＤ３４２Ｄとしては、赤色発光をするもの
が用いられ、電子ペン用カートリッジ３ＥのＬＥＤ３４２Ｅとしては、ＬＥＤ３４２Ｅは
緑色発光をするものが用いられ、電子ペン用カートリッジ３ＦのＬＥＤ３４２Ｆとしては
、ＬＥＤ３４２Ｆは青色発光をするものが用いられる。
【０２３２】
　したがって、電子ペン用カートリッジ３Ｄの電子回路３４Ｄにおいては、信号生成回路
３４３Ｄのコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤが、赤色発光のＬＥＤ３
４２Ｄを駆動する閾値Ｅｔｈｒを超えると、当該ＬＥＤ３４２Ｄが赤色発光する。また、
電子ペン用カートリッジ３Ｅの電子回路３４Ｅ（図示は省略）においては、信号生成回路
３４３Ｅのコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤが、緑色発光のＬＥＤ３
４２Ｅを駆動する閾値Ｅｔｈｇ（Ｅｔｈｇ＞Ｅｔｈｒ）を超えると、当該ＬＥＤ３４２Ｅ
が緑色発光する。さらに、電子ペン用カートリッジ３Ｆの電子回路３４Ｆ（図示は省略）
においては、信号生成回路３４３Ｅのコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧Ｅ
Ｄが、青色発光のＬＥＤ３４２Ｆを駆動する閾値Ｅｔｈｂ（Ｅｔｈｂ＞Ｅｔｈｇ）を超え
ると、当該ＬＥＤ３４２Ｆが青色発光する。
【０２３３】
　この第５の実施形態の場合、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆと共に使用され
る位置検出装置２００Ｄにおいては、無線通信部２３４は、電子ペン用カートリッジ３Ｄ
，３Ｅ，３Ｆから無線送信されてくる識別情報を受信し、処理制御部２３３Ｄに供給する
。処理制御部２３３Ｄは、受信した識別情報から、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，
３Ｆのそれぞれ自身を識別する情報に基づく所定の処理を行うほか、受信した識別情報に
含まれる発光色を識別するための情報に基づいて、センサ２１０を通じて指示入力される
電子ペン用カートリッジ３Ｄによる軌跡を、赤色の描画情報として処理するようにする。
さらに、処理制御部２３３Ｄは、センサ２１０を通じて電子ペン１Ｍに送出する発光制御
信号を制御する。
【０２３４】
　すなわち、処理制御部２３３は、受信した識別情報に含まれる発光色を識別するための
情報が、赤色発光の識別情報であった時には、電子ペン１Ｍに対して、電子ペン用カート
リッジ３Ｄの電子回路３４Ｄのコンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤが、
赤色発光のＬＥＤを駆動する閾値電圧Ｅｔｈｒを超えるような発光制御信号を、センサ２
１０から送出するように制御する。また、処理制御部２３３は、受信した識別情報に含ま
れる発光色を識別するための情報が、緑色発光の識別情報であった時には、電子ペン１Ｍ
に対して、電子ペン用カートリッジ３Ｅの電子回路３４Ｅのコンデンサ３４３４に得られ
る発光駆動制御電圧ＥＤが、緑色発光のＬＥＤを駆動する閾値電圧Ｅｔｈｇを超えるよう
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な発光制御信号を、センサ２１０から送出するように制御する。また、処理制御部２３３
は、受信した識別情報に含まれる発光色を識別するための情報が、青色発光の識別情報で
あった時には、電子ペン１Ｍに対して、電子ペン用カートリッジ３Ｆの電子回路３４Ｆの
コンデンサ３４３４に得られる発光駆動制御電圧ＥＤが、青色発光のＬＥＤを駆動する閾
値電圧Ｅｔｈｂを超えるような発光制御信号を、センサ２１０から送出するように制御す
る。
【０２３５】
　この例の場合、受信した識別情報に応じて発光制御信号を変更制御する具体例として、
図１３に示した例と同様に、処理制御部２３３は、受信した識別情報に含まれる発光色を
識別するための情報が、赤色発光の識別情報であった時には、図１３（Ａ）に示したよう
な振幅Ｍ１のバースト状信号からなる発光制御信号ＬＢ１を送出する。また、処理制御部
２３３は、受信した識別情報に含まれる発光色を識別するための情報が、緑色発光の識別
情報であった時には、図１３（Ｄ）に示したような振幅Ｍ２（Ｍ２＞Ｍ１）のバースト状
信号からなる発光制御信号ＬＢ２を送出する。また、処理制御部２３３は、受信した識別
情報に含まれる発光色を識別するための情報が、青色発光の識別情報であった時には、図
１３（Ｈ）に示したような振幅Ｍ３（Ｍ３＞Ｍ２）のバースト状信号からなる発光制御信
号ＬＢ３を送出する。
【０２３６】
　なお、受信した識別情報に応じて発光制御信号を変更制御する具体例は、上述の例のよ
うな発光制御信号の振幅を制御する場合に限られるものではなく、発光制御信号としての
バースト状信号の信号連続時間の長さ、繰り返し周期を用いるようにしてもよいし、発光
制御信号としてのバースト状信号の振幅、信号連続時間の長さ、繰り返し周期の内から選
択した２つ以上の組み合わせを変更制御するようにしてもよいのは、前述の実施形態と同
様である。
【０２３７】
　［電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆ及び位置検出装置２００Ｄの動作］
　以下に、この第５の実施形態における電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３
Ｅ，３Ｆと位置検出装置２００Ｄとの動作について説明する。ただし、電子ペン用カート
リッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆは、同様の動作をするので、ここでは、電子ペン用カートリッジ
３Ｄの場合を例にとって説明する。
【０２３８】
　電子ペン用カートリッジ３Ｄの制御回路４００Ｄは、使用者によるノック棒４２Ｄのノ
ック操作（スライド移動操作）により、スイッチ部材９Ｄがオンにされたか否か監視する
。制御回路４００Ｄは、スイッチ部材９Ｄがオフであると判別したときには、電子ペン用
カートリッジ３Ｄが筐体２Ｍ内に全て収納されている状態にあるとして、識別情報の無線
送信は、行わない。
【０２３９】
　使用者により、ノック棒４２Ｄがノック操作（スライド移動操作）されて、電子ペン用
カートリッジ３Ｄの芯体部３１Ｄのペン先部３１３Ｄの先端が、筐体２Ｍの開口２Ｍａか
ら突出する状態になると、電子ペン用カートリッジ３Ｄのスイッチ部材９Ｄがオンとなり
、共振回路３４０ＲＤが形成される状態となる。制御回路４００Ｄは、このスイッチ部材
９Ｄがオンになったことを判別すると、ＩＤメモリ４０１Ｄに記憶されている識別情報の
、無線通信部４０２Ｄを通じた無線送信を開始するようにする（ステップＳ２０３）。
【０２４０】
　そして、使用者により電子ペン１Ｍが位置検出装置２００Ｄのセンサ２１０上の近傍に
持ち来たらされると、位置検出装置２００Ｄの無線通信部２３４は、電子ペン用カートリ
ッジ３Ｄからの識別情報を受信して、処理制御部２３３Ｄに渡す。処理制御部２３３Ｄは
、受信した識別情報の内からＬＥＤの発光色を識別するための情報を抽出し、電子ペン用
カートリッジ３ＤのＬＥＤ３４２Ｄの発光色が赤であると判断する。そして、処理制御部
２３３Ｄは、このＬＥＤの発光色の判断結果から、前述した赤のＬＥＤを発光させるよう
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にする発光制御信号、この例では、図１３（Ｂ）に示すように、振幅Ｍ１のバースト状信
号からなる発光制御信号ＬＢ１を、位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙと共に、センサ２１０
から電子ペン１Ｍに対して送出するようにする。
【０２４１】
　電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｄでは、共振回路３４０ＲＤにより、このセ
ンサ２１０からの位置検出用信号ＳＢｘ，ＳＢｙ及び発光制御信号ＬＢ１を受信して、位
置検出装置２００Ｄでの位置検出処理及び筆圧検出処理のために、センサ２１０に帰還さ
せるようにする。また、電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジ３Ｄでは、共振回路３４
０ＲＤで受信した発光制御信号ＬＢ１を整流して蓄積することで、コンデンサ３４３４の
両端間電圧として発光駆動制御電圧ＥＤを生成し、赤のＬＥＤ３４２Ｄを発光させるよう
にする。
【０２４２】
　使用者により電子ペン１Ｍがセンサ２１０から遠ざけられて、センサ２１０との電磁結
合が解除されると、電子ペン用カートリッジ３ＤのＬＥＤ３４２Ｄは消灯する。
【０２４３】
　また、使用者によるノック操作により、電子ペン用カートリッジ３Ｄの芯体部３１Ｄの
先端部３１３Ｄが筐体２Ｍ内に収納される元の状態に戻されると、スイッチ部材９Ｄがオ
フとなり、共振回路３４０ＲＤがオフとなる。そして、制御回路４００Ｄは、このスイッ
チ部材９Ｄがオフとなったことに基づいて、識別情報の送信を停止する。
【０２４４】
　そして、使用者によるノック操作により、電子ペン用カートリッジ３Ｄに代えて、他の
電子ペン用カートリッジ３Ｅまたは３Ｆの芯体部３１Ｅまたは３１Ｆの先端部３１３Ｅま
たは３１３Ｆが、筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出するようにされたときには、その電子ペ
ン用カートリッジ３Ｅまたは３Ｆにおいて、共振回路３４０ＲＥまたは３４０ＲＦが形成
されると共に、その識別情報が位置検出装置２００Ｄに無線送信される。
【０２４５】
　位置検出装置２００Ｄでは、無線通信部２３４を通じて、電子ペン１Ｍからの識別情報
を受信し、処理制御部２３３Ｄに渡す。処理制御部２３３Ｄは、受信した識別情報から、
前述したようにして、共振回路３４０ＲＥまたは３４０ＲＦが形成された電子ペン用カー
トリッジ３Ｅまたは３Ｆを判別し、それが備えるＬＥＤの発光色を把握する。そして、処
理制御部２３３Ｄは、把握した発光色のＬＥＤを発光駆動させるようにする発光制御信号
ＬＢ２またはＬＢ３を、センサ２１０から送出するようにする。
【０２４６】
　芯体部３１Ｅまたは３１Ｆの先端部３１３Ｅまたは３１３Ｆが、筐体２Ｍの開口２Ｍａ
から突出するようにされた電子ペン用カートリッジ３Ｅまたは３Ｆは、センサ２１０から
の受信した信号を、上述した電子ペン用カートリッジ３Ｄと同様に処理して、自分が備え
るＬＥＤ３４２ＥまたはＬＥＤ３４２Ｆを発光駆動するようにする。
【０２４７】
　この時、発光制御信号ＬＢ２によっては、電子ペン用カートリッジ３Ｄの赤のＬＥＤ３
４２Ｄも発光可能となり、また、発光制御信号ＬＢ３によっては、電子ペン用カートリッ
ジ３Ｄの赤のＬＥＤ３４２Ｄ及び電子ペン用カートリッジ３Ｅの緑のＬＥＤ３４２Ｅも発
光可能となるが、センサ２１０からの信号を受信する共振回路が形成されているのは、芯
体部の先端部が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出する状態となっている１個の電子ペン用カ
ートリッジであるので、複数の電子ペン用カートリッジでＬＥＤが発光することはない。
【０２４８】
　以上のようにして、この第５の実施形態においては、使用者は、電子ペン１Ｍにおいて
、ノック機構により使用する電子ペン用カートリッジの芯体部の先端部を、筐体２Ｍの開
口２Ｍａから突出する状態にすると、当該電子ペン用カートリッジに割り当てられている
描画色を、位置検出装置２００Ｄに伝達することできる。
【０２４９】
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　そして、この第５の実施形態においては、位置検出装置２００Ｄは、認識した電子ペン
用カートリッジの描画色に応じた発光制御信号をセンサ２１０を通じて電子ペン１Ｍに供
給するので、芯体部の先端部が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出する状態となって使用状態
となっている電子ペン用カートリッジに備えられている描画色に応じた発光色のＬＥＤが
、当該センサ２１０からの発光制御信号により駆動されて発光する。したがって、使用者
は、使用状態となっている電子ペン用カートリッジの描画色を、そのＬＥＤの発光色で確
認することができて便利である。
【０２５０】
　なお、この第５の実施形態を、第２の実施形態と組み合わせることで、電子ペン１Ｍに
おいて芯体部の先端部が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出する使用状態となっている電子ペ
ン用カートリッジと位置検出装置２００Ｄのセンサ２１０との電磁結合状態に応じて、位
置検出装置２００Ｄは、センサ２１０から電子ペン１Ｍの電子ペン用カートリッジに送出
する発光制御信号を、例えば点滅状態と点灯状態とに変更制御するようにしてもよい。こ
の場合に、電子ペン用カートリッジと位置検出装置２００Ｄのセンサ２１０との関係とし
ては、電磁結合状態のみではなく、第３の実施形態のように、センサ２１０との接触状態
を加えるようにしてもよい。
【０２５１】
　なお、上述の第２の実施形態においては、電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆの
芯体部の先端部が筐体２Ｍの開口２Ｍａから突出する状態と、電子ペン用カートリッジ３
Ｄ，３Ｅ，３Ｆの全体が筐体２Ｍ内に収納されている状態とを検出する検出手段としては
、スイッチ部材９Ｄ，９Ｅ，９Ｆを用いたが、これに限られるものではない。例えば、電
子ペン用カートリッジの第１の筒状体部あるいは第２の筒状体部の側面に、電子ペン１Ｍ
の筐体２Ｍに設けられる操作子によりオン、オフされるスイッチを設けて、使用者が操作
子を操作することで、そのスイッチをオン、オフするようにしてもよい。
【０２５２】
　また、上述の第５の実施形態において、３本の電子ペン用カートリッジ３Ｄ，３Ｅ，３
Ｆに割り当てられる機能は、上述の例のような指示位置に応じた軌跡の表示色のみではな
く、軌跡の太さや、実線、点線、一点鎖線などの表示する線の種別などであってもよい。
【０２５３】
　また、この第５の実施形態は、電子ペン１Ｍの筐体２Ｍ内に、３本の電子ペン用カート
リッジ３Ｄ，３Ｅ，３Ｆが収納される場合に限らず、電子ペンの筐体内に電子ペン用カー
トリッジが収納される場合にも適用できるものである。
【０２５４】
　［その他の実施形態または変形例］
　＜位置指示器の他の実施形態の機械構造的な構成の第１の例＞
　この発明による位置指示器に設ける発光素子の数や、その配置方法は、上述の実施形態
の構成に限らないことは勿論である。
【０２５５】
　例えば、位置指示器が上述のような電子ペンの場合において、１個の電子ペン用カート
リッジの軸心方向に複数個、例えば３個以上の発光素子を一列に設けて、位置検出装置２
００のセンサ２１０からの発光制御信号により、いわゆるレベルインジケータのように、
当該一列の複数個の発光素子の内の発光させる発光素子の数を制御するように構成するこ
ともできる。
【０２５６】
　図１７は、そのように構成した電子ペン用カートリッジ３Ｘの例を示す図である。この
例の電子ペン用カートリッジ３Ｘにおいては、図１７（Ｂ）に示すように、筒状体３２Ｘ
の第１の筒状体部３２１Ｘ内のプリント基板３３Ｘ上に、発光色が、同一の色、または、
互いに異なる色の５個のＬＥＤ３４２１，ＬＥＤ３４２２，ＬＥＤ３４２３，ＬＥＤ３４
２４，ＬＥＤ３４２５が、軸心方向に一列に並ぶように設けられる。
【０２５７】
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　そして、筒状体３２Ｘの第１の筒状体部３２１Ｘの外周部には、図１７（Ａ）に示すよ
うに、軸心方向に並ぶ５個のＬＥＤ３４２１，ＬＥＤ３４２２，ＬＥＤ３４２３，ＬＥＤ
３４２４，ＬＥＤ３４２５のそれぞれに対応して、発光光を外部に放射することができる
ようにするための窓部３２１Ｗ１，３２１Ｗ２，３２１Ｗ３，３２１Ｗ４，３２１Ｗ５が
、軸心方向に一列に並ぶように形成されている。
【０２５８】
　電子ペン用カートリッジ３Ｘのその他のハードウエア構成は、図２あるいは図１０に示
した電子ペン用カートリッジ３あるいは３Ｂと同様とされるので、その構成部分には、図
２あるいは図１０と同一の参照符号を付し、その説明は省略する。
【０２５９】
　この例の電子ペン用カートリッジ３Ｘの電子回路３４Ｘは、例えば図１８に示すように
構成される。図１８において、コイル３１１を含む共振回路３４０Ｒ及び発光駆動制御信
号を生成する信号生成回路３４３の部分は、図３あるいは図１１に示したものと同様であ
るので、その構成部分には図３あるいは図１１と同一の参照符号を付し、その説明は省略
する。この例の電子回路３４Ｘにおいては、コンデンサ３４３４に並列に、抵抗３４４１
とＬＥＤ３４２１との直列回路と、抵抗３４４２とＬＥＤ３４２２との直列回路と、抵抗
３４４３とＬＥＤ３４２３との直列回路と、抵抗３４４４とＬＥＤ３４２４との直列回路
と、抵抗３４４５とＬＥＤ３４２５との直列回路とのそれぞれが接続されている。
【０２６０】
　この場合に、抵抗３４４１の抵抗値をＲａ、抵抗３４４２の抵抗値をＲｂ、抵抗３４４
３の抵抗値をＲｃ、抵抗３４４４の抵抗値をＲｄ、抵抗３４４５の抵抗値をＲｅ、とした
とき、Ｒａ＜Ｒｂ＜Ｒｃ＜Ｒｄ＜Ｒｅとされている。すなわち、この例では、軸心方向に
並ぶ５個のＬＥＤ３４２１～３４２５に直列に接続される抵抗３４４１～３４４５の値が
、芯体３１に近い方が最も小さく、芯体３１からの位置が遠ざかるにつれて、徐々に大き
くなるように選定されている。
【０２６１】
　このため、電子回路３４Ｘにおいては、ＬＥＤ３４２１、ＬＥＤ３４２２、ＬＥＤ３４
２３、ＬＥＤ３４２４、ＬＥＤ３４２５、のそれぞれが発光駆動される閾値電圧をＥｔｈ
１、Ｅｔｈ２、Ｅｔｈ３、Ｅｔｈ４、Ｅｔｈ５、とすると、Ｅｔｈ１＜Ｅｔｈ２＜Ｅｔｈ
３＜Ｅｔｈ４＜Ｅｔｈ５となる。
【０２６２】
　したがって、電子回路３４Ｘのコンデンサ３４３４の蓄積電圧である発光駆動制御電圧
ＥＤが、Ｅｔｈ１≦ＥＤ＜Ｅｔｈ２のときには、１個のＬＥＤ３４２１のみが発光し、Ｅ
ｔｈ２≦ＥＤ＜Ｅｔｈ３のときには、ＬＥＤ３４２１及びＬＥＤ３４２２との２個が発光
し、Ｅｔｈ３≦ＥＤ＜Ｅｔｈ４のときには、ＬＥＤ３４２１、ＬＥＤ３４２２及びＬＥＤ
３４２３の３個が発光し、Ｅｔｈ４≦ＥＤ＜Ｅｔｈ５のときには、ＬＥＤ３４２１、ＬＥ
Ｄ３４２２、ＬＥＤ３４２３及びＬＥＤ３４２４の４個が発光し、Ｅｔｈ５≦ＥＤのとき
には、５個のＬＥＤ３４２１～ＬＥＤ３４２５の全てが発光する、というように、発光駆
動制御電圧ＥＤのレベル値の大きさに応じて、５個のＬＥＤ３４２１～３４２５の内の発
光するＬＥＤの数が制御されて、レベルインジケータのような表示態様となる。
【０２６３】
　電子回路３４Ｘのコンデンサ３４３４の蓄積電圧である発光駆動制御電圧ＥＤは、セン
サ２１０からの発光制御信号に応じて定まるので、電子ペン用カートリッジ３Ｘの５個の
ＬＥＤ３４２１～３４２５は、センサ２１０からの発光制御信号に応じて、発光するＬＥ
Ｄの数が、レベルインジケータのように増減するように制御される。
【０２６４】
　＜位置指示器の機械構造的な構成についてのその他の実施形態の第２の例＞
　上述の実施形態では、位置指示器は、筐体がペン型であって、筐体内に電子ペン用カー
トリッジが設けられ、筆記具のボールペンと同様の構成のノック機構を備えた構成とした
が、ペン型の筐体の開口から芯体部が常に外部に露出する状態の構成とされる、従来から
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良く知られた構成の電子ペンにも、この発明は適用可能である。その場合に、筐体内に収
納する芯体、磁性体コアに巻回されたコイル、筆圧検出部、電子回路が形成されるプリン
ト基板などを含む構成物は、電子ペン用カートリッジの形態に限られるものではなく、電
磁結合方式により位置検出装置と電磁結合することができる構成であれば、どのような構
成であってもよい。
【０２６５】
　そして、その場合に、発光素子の発光光の光放出部（窓部）は、電子ペンの筐体のペン
先側、ペン先側とは反対側の端部、ペン先側とその反対側の端部との間の領域部分、のい
ずれに設けてもよいことは言うまでもない。
【０２６６】
　図１９に、光放出部が筐体のペン先側に設けられた電子ペン１Ｅの構成の一例の要部を
示す。この例の電子ペン１Ｅは、ペン形状の外観を有する筐体（ハウジング）２Ｅを備え
る。この筐体２Ｅは、絶縁材料例えば合成樹脂からなる中空の筒状形状、この例では円筒
形状の絶縁体により構成されている筐体本体部２１と、当該筐体本体部２１のペン先側に
結合されるスリーブ２２と、図１９では図示を省略するが、筐体本体部２１のペン先側と
は反対側の端部に結合される蓋部とからなる。
【０２６７】
　筐体本体部２１の中空部内には、図１９に示すように、プリント基板５１が配設されて
いる。このプリント基板５１には、筐体本体部２１の側周面から外部に露出する操作部（
図示は省略）によりオン・オフされるサイドスイッチ５２が配設されている。
【０２６８】
　スリーブ２２は、図１９に示すように、外形が、径が一定の筒状形状部２２１と円錐台
形状部２２２とを連結したような形状を備え、光透過性及び光散乱性の材料、例えば光透
過性及び光散乱性を有する樹脂で構成されている。そして、スリーブ２２は、その筒状形
状部２２１において、筐体本体部２１と係合するように構成されている。このため、図１
９に示すように、スリーブ２２の筒状形状部２２１の内周面には、環状の係合凹部２２１
ａが形成されていると共に、筐体本体部２１の対応する位置には環状の係合突部２１ａが
形成されている。そして、図１９に示すように、スリーブ２２の円錐台形状部２２２の先
端（頂部）には、芯体３１Ｅを挿通する貫通孔２２２ａが形成されている。
【０２６９】
　そして、図１９に示すように、スリーブ２２の中空部内には、発光素子を含む電子回路
と、筆圧検出部とを備えるようにモジュール部品化した処理モジュール６０が配設されて
いる。図２０は、処理モジュール６０の構成例を説明するための斜視図であり、図１９と
は上下を逆にして示している。
【０２７０】
　処理モジュール６０は、例えば樹脂により一体的に形成されている円板状部６１と筒状
体部６２を備える。円板状部６１の一方の面６１ａの中央に筒状体部６２が設けられてい
る。そして、処理モジュール６０は、円板状部６１がスリーブ２２の筒状形状部２２１に
位置すると共に、筒状体部６２がスリーブ２２の円錐台形状部２２２内となるように設け
られている。処理モジュール６０は、スリーブ２２の筒状形状部２２１に円板状部６１の
周面において接着しておくようにする。筒状体部６２の内径は、芯体３１Ｅの外径よりも
大きく、芯体３１Ｅのペン先側とは反対側が、この筒状体部６２の中空部内に挿入される
構成とされている。
【０２７１】
　そして、筒状体部６２の中空部の底部には、筆圧検出部６３が配設されている。この筆
圧検出部６３は、例えば特許文献：特開２０１１－１８６８０３号公報に記載されている
周知の構成の筆圧検出手段を使用した、芯体３１Ｅに印加される筆圧に応じて静電容量が
変化する可変容量コンデンサの構成とされている。なお、筆圧検出部６３は、例えば、特
開２０１３－１６１３０７号公報に開示されているような、芯体３１Ｅに印加される筆圧
に応じて静電容量を可変とする半導体素子を用いた構成することもできる。なお、図２０
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では、筆圧検出部６３の詳細構成は省略したが、芯体３１Ｅの先端部とは反対側が、筆圧
検出部６３に嵌合され、芯体３１Ｅの先端部側に印加される筆圧が筆圧検出部６３に伝達
されるように構成されているものである。
【０２７２】
　この例の電子ペン１Ｅにおいては、処理モジュール６０の円板状部６１と筒状体部６２
とは別材料で構成されたものを統合した構成とされている。円板状部６１は、後述するよ
うにプリント基板の役割をすることが可能な樹脂により構成される。一方、筒状体部６２
は、この例では、磁性体コアを構成することができるような材料で構成する。例えば、筒
状体部６２は、樹脂に磁性体粉を混合させることで、所定の磁性体特性を備えるようにさ
れた材料で構成される。そして、この例では、磁性体特性を有する筒状体部６２の外周面
に、共振回路の一部を構成するコイル６４Ｌが巻回されている。
【０２７３】
　前述したように、処理モジュール６０の円板状部６１は、この例ではプリント基板の役
割をも有するように構成されており、図１９及び図２０に示すように、円板状部６１の筒
状体部６２が形成されている面６１ａとは反対側の面６１ｂには、上述の実施形態におけ
る電子回路３４の信号生成回路３４３と同様の回路を含むＩＣ（Integrated Circuit）６
５が設けられている。筆圧検出部６３の出力端子は、円板状部６１に形成されたスルーホ
ールを介してＩＣ６５に電気的に接続されている。
【０２７４】
　そして、この例では、図２０に示すように、コイル６４Ｌの一端及び他端が、円板状部
６１の面６１ａに設けられているコンデンサ６６Ｃの両端に接続され、当該コイル６４Ｌ
とコンデンサ６６Ｃの並列回路を含む共振回路が構成されている。この共振回路の一端及
び他端は、円板状部６１に形成されたスルーホールを介してＩＣ６５に電気的に接続され
ている。なお、コンデンサ６６Ｃは、円板状部６１の面６１ｂに設け、コイル６４Ｌの一
端及び他端とは円板状部６１に形成されるスルーホールを介して電気的に接続するように
してもよい。さらに、コンデンサ６６Ｃは、サイドスイッチ５２が設けられているプリン
ト基板５１に設けてもよいことは勿論である。
【０２７５】
　なお、サイドスイッチ５２のオン状態またはオフ状態の、位置検出装置での検出は、共
振回路の共振周波数の変化として検出する方式を採用することができる。すなわち、サイ
ドスイッチと直列にコンデンサを接続し、その直列回路を、共振回路のコイル６４Ｌに並
列に接続して、共振回路の一部を構成するようにすればよい。
【０２７６】
　そして、この例においては、処理モジュール６０の円板状部６１の、筒状体部６２が形
成されている方の面６１ａ上には、図１９及び図２０に示すように、複数個の発光素子、
この例では、３個のＬＥＤ６７ａ，６７ｂ，６７ｃが設けられている。ＬＥＤ６７ａ，６
７ｂ，６７ｃのそれぞれは、同一色のものであってもよいし、赤、青、緑の３原色のそれ
ぞれを発光するＬＥＤから構成されていてもよい。
【０２７７】
　また、ＬＥＤ６７ａ，６７ｂ，６７ｃのそれぞれが、赤、青、緑の３原色のそれぞれを
発光する３個のＬＥＤ素子から構成されており、当該３個のＬＥＤ素子のそれぞれの発光
強度が制御されることにより、３色の光の合成により任意の色の発光が可能なものを用い
てもよい。
【０２７８】
　３個のＬＥＤ６７ａ，６７ｂ，６７ｃと、信号生成回路を含むＩＣ６５とは、図示を省
略するが、円板状部６１に形成されるスルーホールを通じて電気的に接続されている。
【０２７９】
　なお、この例では、円板状部６１の面６１ａに、複数個の発光素子を設けるようにした
が、１個であってもよい。また、複数個の発光素子の数は、３個に限らず、２個でもよい
し、また、３個以上であっても勿論よい。なお、複数個の発光素子が、円板状部６１の面
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６１ａ上の、同一の同心円上に等間隔に配置されることが好ましい。
【０２８０】
　この例では、スリーブ２２は、光透過性及び光散乱性の材料、例えば光透過性及び光散
乱性を有する樹脂で構成されているので、３個のＬＥＤ６７ａ，６７ｂ，６７ｃが発光す
ると、その色発光はスリーブ２２を介して外部に放射されるようになる。つまり、あたか
も、スリーブ２２が発光しているように外部からは見える。なお、処理モジュール６０の
円板状部６１の面６１ａ及び筒状体部６２の側周面は、ＬＥＤ６７ａ，６７ｂ，６７ｃの
色発光を反射するように鏡面仕上げとされている。
【０２８１】
　この例の電子ペン１Ｅにおいては、筐体のスリーブ２２が発光素子の発光に応じて光っ
て見えるように構成したので、電子ペンを使用者が筐体を手で把持する場合においても、
使用者は、手が邪魔にならずに発光部分を観視することができるという効果がある。
【０２８２】
　なお、この例の電子ペン１Ｅに設けられる発光素子及び電子回路は、図１９及び図２０
に示した構成に限られるものではなく、上述した第１の実施形態～第５の実施形態におけ
る発光素子及び電子回路のいずれの構成をも適用可能であることは言うまでもない。
【０２８３】
　＜位置指示器の機械構造的な構成についてのその他の実施形態の第３の例＞
　上述の第２の例は、ペン型の筐体のペン先側の部分が発光素子の発光に応じて光って見
えるようにした電子ペンの例であるが、筐体の一部ではなく、電子ペンの芯体が発光素子
の発光に応じて光って見えるように構成することもできる。
【０２８４】
　図２１は、芯体が光って見えるように構成した電子ペン１Ｆの構成例を説明するための
断面図である。図２１に示すように、この例の電子ペン１Ｆは、筒状の筐体４０１の中空
部内に、芯体４０２と、フェライトコア４０５に巻回されたコイル４０３と、例えば特開
２０１３－１６１３０７号公報に開示されているような、芯体３１Ｅに印加される筆圧に
応じて静電容量を可変とする半導体素子を用いた構成の筆圧検出部４０４と、プリント基
板４０６とを備えて構成されている。コイル４０３と、筆圧検出部４０４の可変容量コン
デンサと、プリント基板４０６に設けられているコンデンサ４０６ｃとの並列回路として
共振回路が構成される。なお、コンデンサ４０６ｃは、共振回路の共振周波数に応じた個
数（静電容量）が選定される。筆圧検出部４０４は、例えば特許文献：特開２０１１－１
８６８０３号公報に記載されている周知の構成の筆圧検出手段を使用した、芯体に印加さ
れる筆圧に応じて静電容量が変化する可変容量コンデンサの構成としたものを用いていも
よい。
【０２８５】
　ケース４０１は、軸方向に重ね合わせて組立結合される第１のケース４０７と第２のケ
ース４０８とから構成されている。第１のケース４０７は、ペン先側となる軸方向の一端
側が略円錐状をなしている円筒形状をしており、その先端に開口部４０７ａを有している
。第２のケース４０８は、軸方向の一端が閉じられた円筒形状をなしている。
【０２８６】
　フェライトコア４０５は、例えば円筒形をなしており、その筒孔４０５ａに芯体４０２
が挿通されている。そして、フェライトコア４０５の軸方向の一端側から芯体４０２の先
端部４０２ａが突出している。フェライトコア４０７の外周には、共振回路を構成するコ
イル４０３が巻回されて装着されている。コイル４０３の図示しない両端は、プリント基
板４０６上において、筆圧検出部４０４からなる可変容量コンデンサと、コンデンサ４０
６ｃとに電気的に接続されて、並列共振回路を構成している。
【０２８７】
　芯体４０２は、光透過性及び光散乱性の材料、例えば光透過性及び光散乱性を有する樹
脂からなる棒形状の部材からなる。この芯体４０２の先端４０２ａとは反対側の端部４０
２ｂは、筆圧検出部４０４に対して筆圧を伝達するための押圧体４０９の嵌合凹部４０９
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ａに嵌合されている。押圧体４０９は、筆圧検出部４０４に設けられている凹部に嵌合す
る突部４０９ｂを備えている。押圧体４０９は、保持部４１０の中空部内を、ケース４０
１の軸方向に移動可能となるようにされており、芯体４０２の先端４０２ａに印加される
筆圧に応じた圧力を筆圧検出部４０４に伝達する。
【０２８８】
　そして、この例においては、プリント基板４０６には、発光素子の例としてのＬＥＤ４
１１ａ及び４１１ｂが設けられていると共に、上述の実施形態と同様にして、これらＬＥ
Ｄ４１１ａ及びＬＥＤ４１１ｂを発光駆動する発光駆動制御電圧ＥＤを、共振回路で位置
検出装置のセンサから受信した信号に基づいて生成する信号生成回路を備えるＩＣ４１２
が設けられている。
【０２８９】
　そして、この例においては、ＬＥＤ４１１ａ及びＬＥＤ４１１ｂに対しては、光ファイ
バーからなる導光チューブ４１３ａ及び４１３ｂが設けられている。導光チューブ４１３
ａ及び４１３ｂのＬＥＤ４１１ａ及びＬＥＤ４１１ｂ側とは反対側は、ＬＥＤ４１１ａ及
び４１１ｂの発光光が押圧体４０９の嵌合凹部４０９ａに導光されるように、その端部の
先端が嵌合凹部４０９ａに露出するように押圧体４０９内に埋め込まれるように構成され
ている。
【０２９０】
　したがって、ＩＣ４１２の信号生成回路からの発光駆動制御電圧によりＬＥＤ４１１ａ
及び４１１ｂが発光すると、その発光光は、導光チューブ４１３ａ及び４１３ｂをそれぞ
れ介して押圧体４０９の嵌合凹部４０９ａに導かれる。芯体４０２は、透光性及び光散乱
性を有する樹脂からなるので、嵌合凹部４０９ａに導かれた光は、芯体４０２を通じて外
部に放射されるようになる。したがって、ＬＥＤ４１１ａ及び４１１ｂが発光すると、そ
の発光光により芯体４０２の先端４０２ａが発光するように動作する。
【０２９１】
　この例の電子ペン１Ｆにおいては、芯体４０２の先端４０２ａ側が発光素子の発光に応
じて光って見えるように構成したので、電子ペンを使用者は、ペン先を見ながら作業をす
ることと相まって、使用者は、発光部分を確実に観視することができ、かつ、電子ペン１
Ｆによる指示位置の確認も容易になるという効果がある。
【０２９２】
　なお、押圧体４０９を光透過性の部材で構成することで、導光チューブ４１３ａ及び４
１３ｂを省略するようにすることもできる。
【０２９３】
　なお、この例の電子ペン１Ｆに設けられる発光素子及び電子回路は、図２１に示した構
成に限られるものではなく、上述した第１の実施形態～第５の実施形態における発光素子
及び電子回路のいずれの構成をも適用可能であることは言うまでもない。
【０２９４】
　＜位置指示器の機械構造的な構成についてのその他の実施形態の第４の例＞
　また、上述の実施形態では、位置指示器は、筐体がペン型である電子ペンの構成とした
が、位置指示器は、ペン型の構成に限られるものではない。例えば、図２２に示すような
外形形状を有する位置指示器１Ｇであってもよい。この図２２の例の位置指示器１Ｇの位
置検出装置に対する位置指示の構成は、例えば特開平５－２１０４５０号公報や特開平５
－２１０４５３号公報に開示されている位置指示器と同様のものである。
【０２９５】
　この例の位置指示器１Ｇは、円形の指標器３１Ｇに円形に巻回されたコイル３１１Ｇが
配されている。そして、この例の位置指示器１Ｇは、図２２に示すように、５個のスイッ
チ操作部３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄ，３７ｅを備え、位置指示器１Ｇの筐体内には
、５個のスイッチ操作部３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄ，３７ｅのそれぞれによってオ
ン、オフ制御される５個のスイッチ（図示せず）が設けられている。
【０２９６】
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　そして、図示は省略するが、位置指示器１Ｇの筐体内においては、コイル３１１Ｇに対
して主コンデンサが並列に接続されて構成された共振回路が設けられていると共に、５個
のコンデンサが、スイッチ操作部３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄ，３７ｅでオン、オフ
操作されるスイッチのそれぞれを介して、コイル３１１Ｇに並列に接続されるように構成
されている。したがって、共振回路の共振周波数は、スイッチ操作部３７ａ，３７ｂ，３
７ｃ，３７ｄ，３７ｅのそれぞれによりオン、オフ制御されるスイッチの状態に応じた周
波数とされる。
【０２９７】
　この位置指示器１Ｇと共に使用される位置検出装置では、位置指示器１Ｇから帰還され
てくる信号を検知することで、位置指示器１Ｇの指標器３１Ｇで指示される位置を検出す
ると共に、位置指示器１Ｇから帰還されてくる信号の周波数を検知することで、スイッチ
操作部３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄ，３７ｅの内のいずれが操作されたかを検知する
ことができるように構成されている。
【０２９８】
　そして、この図２２の例では、位置指示器１Ｇには、３個のスイッチ操作部３７ａ，３
７ｂ，３７ｃに、発光窓３８ａ，３８ｂ，３８ｃが形成されており、位置指示器１Ｇの筐
体内の、当該発光窓３８ａ，３８ｂ，３８ｃに対応する位置には、３個の発光素子、例え
ばそれぞれ赤、緑、青を発光光とする３個のＬＥＤが、配置されている。
【０２９９】
　そして、位置指示器１Ｇには、例えば図１４に示したように、共振回路と、信号生成回
路と、３個のＬＥＤとが接続された電子回路が設けられている。
【０３００】
　この例の位置指示器１Ｇと共に使用される位置検出装置では、位置指示器１Ｇからの帰
還信号に基づいて、スイッチ操作部３７ａ，３７ｂまたは３７ｃのいずれが操作されたか
を検知し、その検知したスイッチ操作部３７ａ，３７ｂまたは３７ｃに応じた発光制御信
号を位置指示器１Ｇに送信するようにする。
【０３０１】
　位置指示器１Ｇでは、この発光制御信号を受信すると、図１４を用いて説明したように
して、位置検出装置で、使用者により操作されたと検知されたスイッチ操作部３７ａ，３
７ｂまたは３７ｃの発光窓３８ａ，３８ｂまたは３８ｃに対応して設けられているＬＥＤ
が点灯発光する状態になる。したがって、使用者は、自分が操作したスイッチ操作部３７
ａ，３７ｂまたは３７ｃが、位置検出装置で検知されたことを認識することができる。
【０３０２】
　なお、上述の位置指示器１Ｇについての説明は、一例であり、位置指示器１Ｇについて
も、上述した第１の実施形態～第４の実施形態を適用することもできる。
【０３０３】
　＜位置検出装置からの発光制御信号による位置指示器の発光制御態様の他の例＞
　上述の実施形態では、位置指示器と位置検出装置のセンサとの結合状態を、発光素子の
発光態様により報知するようにした発光制御態様の場合を例に説明した。しかし、位置検
出装置からの発光制御信号による、この発明の位置指示器の発光制御態様は、上述のよう
な態様に限られるものではなく、位置検出装置における制御処理も含めて、種々の態様が
可能である。
【０３０４】
　＜＜発光制御態様の第１の他の例＞＞
　図２３は、位置検出装置からの発光制御信号による位置指示器の発光制御態様の他の実
施形態の第１の例を説明するためのシステム構成例を示す図である。図２３に示すように
、このシステムは、この発明による位置指示器の一例としての電子ペン１Ｈと、この電子
ペン１Ｈと電磁結合するセンサ２１０を備える位置検出装置２００（図３参照；図２３で
は図示は省略）を搭載している携帯型パソコン５０１と、携帯型パソコン５０１と通信ネ
ットワーク５０３を通じて接続されるサーバ装置５０２とからなるクラウド型システムの
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構成を備える。
【０３０５】
　電子ペン１Ｈは、この例では、上述の第４の実施形態の電子ペンと同様の構成を備え、
図１４に示した、赤、緑、青のそれぞれの発光色で発光する３個のＬＥＤを備えると共に
、赤、緑、青のそれぞれの発光色で発光することができるように、これら３個のＬＥＤを
切り替え駆動することができるようにする電子回路３４Ｃと同様の電子回路を備えている
。そして、電子ペン１Ｈは、３個のＬＥＤのいずれかの発光光を外部に放射するための光
放出部の例としての窓部３２１ＷＨを備える。
【０３０６】
　携帯型パソコン５０１は、この例では、いわゆるタブレットＰＣや、パッド型ＰＣと呼
ばれるタイプのもので構成され、例えば表示画面５０１Ｄを備えるＬＣＤなどからなる表
示装置を備え、その表示装置の下部に、電子ペン１Ｈと電磁結合するセンサを備えるとと
もに、電子ペン１Ｈに対して発光制御信号を供給するように構成されている位置検出装置
２００（図示は省略）を備える。さらに、この例では、携帯型パソコン５０１は、通信ネ
ットワーク５０３を通じてサーバ装置５０２に接続するための無線通信部を備えている。
【０３０７】
　そして、携帯型パソコン５０１は、使用者が電子ペン１Ｈを用いて手書き入力する電子
署名を伴うアプリケーションプログラムを備えている。そして、当該アプリケーションプ
ログラムが起動されているときには、図２３に示すように、表示画面５０１Ｄに表示され
る電子署名入力欄５０１ＳＥにおいて手書き入力による電子署名がなされると、携帯型パ
ソコン５０１は、その署名情報を通信ネットワーク５０３を通じてサーバ装置５０２に送
り、その認証依頼をし、サーバ装置５０２からの認証結果を取得するようにする。すなわ
ち、この例の携帯型パソコン５０１は、自身が電子署名の認証をするのではなく、クラウ
ドのサーバ装置５０２に、その電子署名の認証を依頼し、その認証結果を取得するように
する。
【０３０８】
　サーバ装置５０２には、予め、携帯型パソコン５０１の使用者の電子署名が、当該使用
者の識別情報と対応付けられて登録され、その記憶部に記憶されている。使用者の識別情
報は、例えばユーザＩＤとパスワードとされる。サーバ装置５０２は、携帯型パソコン５
０１から送られてくるユーザＩＤとパスワードと電子署名情報とを受信し、記憶部に記憶
している同じユーザＩＤとパスワードと対応付けられている電子署名情報を読み出して、
受信した電子署名情報とを比較し、両者が一致しているか否かにより、認証の可否を判断
する。そして、サーバ装置５０２は、その認証の可否の判断結果としての「認証ＯＫ」あ
るいは「認証ＮＧ」を携帯型パソコン５０１に回答として通信ネットワーク５０３を通じ
て返信する。
【０３０９】
　携帯型パソコン５０１は、サーバ装置５０２から受信した認証結果に応じて、電子ペン
の発光素子の発光を制御する発光制御信号を生成して、上述したようにして、センサ２１
０（図示は省略）を通じて電子ペン１Ｈに送信する。電子ペン１Ｈは、上述したように、
共振回路でセンサ２１０からの発光制御信号を受信し、この受信した発光制御信号から、
電子回路の信号生成回路において、発光駆動制御電圧を生成して、発光素子を発光制御す
るようにする。
【０３１０】
　図２４及び図２５は、以上のようなシステムにおいて、携帯型パソコン５０１における
電子ペン１Ｈの発光素子の発光制御動作の流れの一例を示すもので、この例では、位置検
出装置２００と連動して動作するものである。なお、図２４及び図２５のフローチャート
は、携帯型パソコン５０１において、使用者により電子ペン１Ｈを用いて手書き入力する
電子署名を伴うアプリケーションプログラムが起動されたときに、同時に起動される処理
ルーチンであり、主として位置検出装置２００の前述した処理制御部２３３（図３参照；
図２３では図示は省略）と携帯型パソコン５０１の主制御部（マイクロプロセッサ）とが
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連携して実行する。以下の説明では、説明の便宜上、処理制御部２３３のみが実行するも
のとして記述する。
【０３１１】
　携帯型パソコン５０１の位置検出装置２００の処理制御部２３３は、先ず、センサ２１
０が電子ペン１Ｈと有効電磁結合状態になる前の待機時モードを実行する（ステップＳ３
０１）。この例では、この待機時モードにおいては、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈ
には発光制御信号を送信しない。
【０３１２】
　位置検出装置２００の処理制御部２３３は、この待機時モードでは、電子ペン１Ｈがセ
ンサ２１０に近づいて、電子ペン１Ｈとセンサ２１０とが有効電磁結合状態となったか否
かを、前述したように、センサ２１０のループコイルに誘起される電圧を監視することで
判別する（ステップＳ３０２）。
【０３１３】
　そして、このステップＳ３０２で、電子ペン１Ｈとセンサ２１０とが有効電磁結合状態
となってはいないと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ３０１に
戻して、ステップＳ３０１及びステップＳ３０２を繰り返す。
【０３１４】
　ステップＳ３０２で、電子ペン１Ｈとセンサ２１０とが有効電磁結合状態となったと判
別したときには、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈに対して、発光素子を赤色で点滅発
光させるようにする発光制御信号をセンサ２１０から送出するように制御する（ステップ
Ｓ３０３）。
【０３１５】
　そして、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈにより指示された位置を検出して監視して
、電子ペン１Ｈの指示位置が電子署名入力欄５０１ＳＥ内になったか否か判別し（ステッ
プＳ３０４）、電子署名入力欄５０１ＳＥ内になってはないと判別したときには、電子ペ
ン１Ｈの指示位置の監視を継続する。
【０３１６】
　ステップＳ３０４で、電子ペン１Ｈの指示位置が電子署名入力欄５０１ＳＥ内になった
と判別したときには、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈに対して、発光素子を赤色で点
灯発光させるようにする発光制御信号をセンサ２１０から送出するように制御し、電子ペ
ン１Ｈの発光素子を赤色の点滅から点灯に変更する（ステップＳ３０５）。
【０３１７】
　次に、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈによる電子署名入力を受け付けたか否か判別
し（ステップＳ３０６）、電子署名入力を受け付けていないと判別したときには、中止指
示入力を受け付けたか否か判別する（ステップＳ３０７）。このステップＳ３０７で、中
止指示入力を受け付けたと判別したときには、この処理ルーチンを終了し、中止指示入力
を受け付けてはいないと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ３０
６に戻す。
【０３１８】
　そして、ステップＳ３０６で、電子署名入力を受け付けたと判別したときには、受け付
けた電子署名入力情報を、通信ネットワーク５０３を通じてサーバ装置５０２に送信して
、認証依頼をする（ステップＳ３０８）。なお、電子署名入力情報には、事前に入力され
た、あるいは電子署名入力と同時期に入力された、使用者の識別情報（ユーザＩＤ及びパ
スワード等）が含まれる。
【０３１９】
　そして、処理制御部２３３は、サーバ装置５０２からの認証結果の受信を待ち（ステッ
プＳ３０９）、サーバ装置５０２からの認証結果の受信を判別したときには、当該認証結
果の内容を精査して、「認証ＯＫ」であるか否かを判別する（図２５のステップＳ３１１
）。
【０３２０】
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　ステップＳ３１１で、「認証ＯＫ」であると判別したときには、処理制御部２３３は、
電子ペン１Ｈに対して、発光素子を緑色で点灯発光させるようにする発光制御信号をセン
サ２１０から送出するように制御する（ステップＳ３１２）。これにより、電子ペン１Ｈ
では、窓部３２１ＷＨが緑色で点灯発光して、認証がＯＫであったことが使用者に知らさ
れる。携帯型パソコン５０１の表示画面５０１Ｄにおいても、認証ＯＫを報知する表示を
併せて行うようにしてもよいことは言うまでもない。なお、処理制御部２３３は、使用者
が認証ＯＫを確認することができる所定時間、例えば３０秒程度経過したら、電子ペン１
Ｈの発光素子を「認証ＯＫ」の緑色に点灯発光させるようにする発光制御信号の送出は停
止して、電子ペン１Ｈの発光素子を消灯させるようにする。
【０３２１】
　ステップＳ３１１で、「認証ＯＫ」ではないと判別したときには、処理制御部２３３は
、電子ペン１Ｈに対して、発光素子を赤色で点滅発光させるようにする発光制御信号をセ
ンサ２１０から送出するように制御する（ステップＳ３１３）。この場合の赤色の点滅発
光は、ステップＳ３０３での赤色の点滅発光とは点滅周期を異ならせて、両者を区別する
ようにする。これにより、電子ペン１Ｈでは、窓部３２１ＷＨが赤色で点滅発光して、認
証がＮＧであったことが使用者に知らされる。携帯型パソコン５０１の表示画面５０１Ｄ
においても、認証ＮＧを報知する表示を併せて行うようにしてもよいことは言うまでもな
い。
【０３２２】
　このステップＳ３１３の次には、処理制御部２３３は、再試行の指示入力がなされたか
否か判別する（ステップＳ３１４）。このステップＳ３１４で、再試行の指示入力がなさ
れたと判別したときには、処理制御部２３３は、処理を図２４のステップＳ３０６に戻し
、このステップＳ３０６以降の処理を繰り返す。
【０３２３】
　ステップＳ３１４で、再試行の指示入力がなされてはいないと判別したとき、また、ス
テップＳ３１２の次には、処理制御部２３３は、終了指示入力がなされたか否か判別し（
ステップＳ３１５）、終了指示入力がなされたと判別したときには、この処理ルーチンを
終了する。
【０３２４】
　また、ステップＳ３１５で、終了指示入力がなされていないと判別したときには、処理
制御部２３３は、指示入力に応じた処理を実行し（ステップＳ３１６）、その終了後、処
理をステップＳ３１５に戻し、終了指示入力を待つようにする。
【０３２５】
　以上のようにして、上述の第１の他の例によれば、使用者は、電子署名入力の認証がで
きたか否かを、電子ペン１Ｈの発光素子の発光により確認することができ、非常に便利で
ある。
【０３２６】
　＜＜発光制御態様の第２の他の例＞＞
　例えば会員制のサービスにおいて、会員の離反を防いだり、会員によるサービス利用の
機会を増加させるようにするために、会員の加入期間の長短や、サービス利用頻度や、サ
ービス利用において支払った金額の多寡などにより、会員が享受できるサービス内容を異
ならせた複数通りの会員ステージ（あるいは会員レベル。以下、会員ステージとのみ記載
する）を用意するようにすることが行われている。例えば入会から３か月未満の会員は初
期会員（第１ステージ）とし、３か月を超えるとノーマル会員（第２ステージ）となるこ
とができ、さらに会員期間が継続して３年を超えるとプレミアム会員（第３ステージ）と
なることができ、使用者は、各会員ステージに応じた重みのポイントを取得することがで
きたり、各会員ステージに応じた特典を享受することができたりする、とされているもの
がある。
【０３２７】
　このようなサービスの会員の場合、当該時点において、自分がどの会員ステージに所属



(49) JP 6826041 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

しているかを、分かりやすく知ることができれば便利である。この第２の他の例は、電子
ペンの発光素子の発光により、会員ステージを報知するようにした場合の例である。
【０３２８】
　この第２の例の場合のシステムも、図２３に示したものと全く同様とすることができる
。ただし、この第２の他の例の場合には、サーバ装置５０２は、上述したような会員サー
ビスの提供サーバの構成であり、各会員の識別情報（例えばユーザＩＤ及びパスワード）
に対応付けて、会員ステージを記憶している。
【０３２９】
　そして、この第２の他の例では、携帯型パソコン５０１は、上述したような会員サービ
スを受けるためのアプリケーションプログラムを備えており、当該アプリケーションプロ
グラムを起動して、通信ネットワーク（インターネットを含む）５０３を通じて、サーバ
装置５０２にアクセスしたときに、この携帯型パソコン５０１からユーザＩＤ及びパスワ
ードがサーバ装置５０２に送られる。サーバ装置５０２は、受信したユーザＩＤ及びパス
ワードと、予め登録されているユーザＩＤ及びパスワードとを照合して、会員認証を行い
、会員認証がＯＫであると判断したときに、当該会員である使用者の会員ステージの情報
を携帯型パソコン５０１に送信する。
【０３３０】
　携帯型パソコン５０１は、サーバ装置５０２から受信して取得した会員ステージに応じ
て、電子ペン１Ｈに供給する発光制御信号を生成して、電子ペン１Ｈに供給する。電子ペ
ン１Ｈは、受信した発光制御信号に応じて生成した発光駆動制御電圧により発光素子を駆
動して、会員ステージに応じた発光態様で発光するようにする。
【０３３１】
　図２６及び図２７は、この第２の他の例において、携帯型パソコン５０１における電子
ペン１Ｈの発光素子の発光制御動作の流れの一例を示すもので、上述した第１の他の例と
同様に、位置検出装置２００と連動して動作するものである。図２６及び図２７のフロー
チャートは、携帯型パソコン５０１において、使用者により電子ペン１Ｈを用いて会員サ
ービスのためのアプリケーションプログラムが起動されたときに、同時に起動される処理
ルーチンであり、主として位置検出装置２００の前述した処理制御部２３３（図３参照）
と携帯型パソコン５０１の主制御部（マイクロプロセッサ）とが連携して実行するもので
あるが、第１の例と同様に、説明の便宜上、処理制御部２３３のみが実行するものとして
記述する。
【０３３２】
　携帯型パソコン５０１の位置検出装置２００の処理制御部２３３は、先ず、センサ２１
０が電子ペン１Ｈと有効電磁結合状態になる前の待機時モードを実行する（ステップＳ３
２１）。この例では、この待機時モードにおいては、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈ
には発光制御信号を送信しない。
【０３３３】
　位置検出装置２００の処理制御部２３３は、この待機時モードでは、第１の他の例と同
様にして、電子ペン１Ｈがセンサ２１０に近づいて、電子ペン１Ｈとセンサ２１０とが有
効電磁結合する状態となったか否かを判別する（ステップＳ３２２）。そして、このステ
ップＳ３２２で、電子ペン１Ｈとセンサ２１０とが有効電磁結合状態となってはいないと
判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ３２１に戻して、ステップＳ
３２１及びステップＳ３２２を繰り返す。
【０３３４】
　ステップＳ３２２で、電子ペン１Ｈとセンサ２１０とが有効電磁結合状態となったと判
別したときには、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈの指示位置を監視して、会員認証用
の情報として、ユーザＩＤ及びパスワードの入力欄への入力及びサービス開始指示の入力
を受け付けたかを判別する（ステップＳ３２３）。
【０３３５】
　このステップＳ３２３で、会員認証用の情報の入力を受け付けてはいないと判別したと
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きには、処理制御部２３３は、その他の処理をし（ステップＳ３２４）、その後、処理を
ステップＳ３２３に戻し、このステップＳ３２３以降の処理を繰り返す。また、ステップ
Ｓ３２３で、会員認証用の情報の入力を受け付けたと判別したときには、処理制御部２３
３は、受け付けた会員認証用の情報を通信ネットワーク５０３を通じてサーバ装置５０２
に送り、会員認証依頼をする（ステップＳ３２５）。
【０３３６】
　サーバ装置５０２は、会員認証用の情報の内のユーザＩＤ及びパスワードを用いて会員
であるか否かの会員認証の可否を判断する。そして、サーバ装置５０２は、会員認証がで
きた（認証ＯＫ）ときには、その会員の会員ステージの情報を併せて、通信ネットワーク
５０３を通じて携帯型パソコン５０１に返信するようにする。また、サーバ装置５０２は
、会員認証ができなかった（認証ＮＧ）ときには、当該認証ＮＧの旨の情報を通信ネット
ワーク５０３を通じて携帯型パソコン５０１に返信するようにする。
【０３３７】
　携帯型パソコン５０１の位置検出装置２００の処理制御部２３３は、サーバ装置５０２
からの認証結果の受信を待ち（ステップＳ３２６）、認証結果の受信を判別したときには
、認証ＯＫであるか否か判別する（ステップＳ３２７）。ステップＳ３２７で、認証ＯＫ
ではないと判別したときには、処理制御部２３３は、電子ペン１Ｈに対して、発光素子を
赤色で点滅発光させるようにする発光制御信号を送出して、会員認証ができなかった旨を
報知すると共に、携帯型パソコン５０１の表示画面５０１Ｄに認証ＮＧである旨を表示し
て報知する（ステップＳ３２８）。
【０３３８】
　このステップＳ３２８の次には、処理制御部２３３は、再試行の指示入力がなされたか
否か判別する（ステップＳ３２９）。このステップＳ３２９で、再試行の指示入力がなさ
れたと判別したときには、処理制御部２３３は、処理をステップＳ３２３に戻し、このス
テップＳ３２３以降の処理を繰り返す。
【０３３９】
　ステップＳ３２９で、再試行の指示入力がなされてはいないと判別したときには、処理
制御部２３３は、終了指示入力がなされたか否か判別し（図２７のステップＳ３３５）、
終了指示入力がなされたと判別したときには、この処理ルーチンを終了する。また、ステ
ップＳ３３５で、終了指示入力がなされていないと判別したときには、処理制御部２３３
は、指示入力に応じた処理を実行し（ステップＳ３３６）、その終了後、処理をステップ
Ｓ３３５に戻し、終了指示入力を待つようにする。
【０３４０】
　ステップＳ３２７で、認証ＯＫであると判別したときには、処理制御部２３３は、サー
バ装置５０２からの返信情報に含まれる会員ステージの情報を参照して、認証された会員
の会員ステージを判別する（図２７のステップＳ３３１）。
【０３４１】
　そして、処理制御部２３３は、ステップＳ３３１での判別の結果、会員ステージが初期
会員（第１ステージ）であると判別したときには、電子ペン１Ｈに対して、発光素子を赤
色で点灯発光させるようにする発光制御信号をセンサ２１０から送出するように制御して
、電子ペン１Ｈの使用者に、会員ステージが初期会員（第１ステージ）であることを報知
するようにする（ステップＳ３３２）。
【０３４２】
　また、処理制御部２３３は、ステップＳ３３１での判別の結果、会員ステージがノーマ
ル会員（第２ステージ）であると判別したときには、電子ペン１Ｈに対して、発光素子を
緑色で点灯発光させるようにする発光制御信号をセンサ２１０から送出するように制御し
て、電子ペン１Ｈの使用者に、会員ステージがノーマル会員（第２ステージ）であること
を報知するようにする（ステップＳ３３３）。
【０３４３】
　さらに、処理制御部２３３は、ステップＳ３３１での判別の結果、会員ステージがプレ
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子を青色で点灯発光させるようにする発光制御信号をセンサ２１０から送出するように制
御して、電子ペン１Ｈの使用者に、会員ステージがプレミアム会員（第３ステージ）であ
ることを報知するようにする（ステップＳ３３４）。
【０３４４】
　処理制御部２３３は、ステップＳ３３１での判別の結果としてステップＳ３３２、ステ
ップＳ３３３、ステップＳ３３４のように電子ペン１Ｈの発光素子の発光色を制御する処
理を、当該会員サービスのアプリケーションプログラムが終了するまで継続する。なお、
携帯型パソコン５０１の表示画面５０１Ｄにも、判別された会員ステージを併せて表示す
るようにしてもよいことは言うまでもない。
【０３４５】
　そして、処理制御部２３３は、ステップＳ３３２、ステップＳ３３３またはステップＳ
３３４の次には、処理をステップＳ３３５に進め、終了指示入力がなされたか否か判別し
、終了指示入力がなされたと判別したときには、この処理ルーチンを終了する。また、ス
テップＳ３３５で、終了指示入力がなされていないと判別したときには、処理制御部２３
３は、指示入力に応じた処理を実行し（ステップＳ３３６）、その終了後、処理をステッ
プＳ３３５に戻し、終了指示入力を待つようにする。
【０３４６】
　以上のようにして、上述の第２の他の例によれば、使用者は、会員サービスのアプリケ
ーションプログラムを起動したときには、自身が会員サービスのいずれの会員ステージで
あるかを電子ペン１Ｈの発光素子の発光色で確認することができ、非常に便利である。
【０３４７】
　＜その他の変形例＞
　なお、上述の実施形態の電子ペンにおいては、発光素子は、ペン先側や、筐体の中間の
位置に配設するようにしたが、発光素子は、ペン先側とは反対側の端部側や端部に設けて
もよい。また、発光素子の発光を外部に放出するための放出部としては、単に窓部とした
が、当該窓部に相当する部分に特定の文字やロゴマークなどを印刷などに付与して、発光
素子の発光により、その文字やロゴマークが浮き上がって見えるように構成することもで
きる。
【０３４８】
　また、上述の実施形態では、発光素子は、ＬＥＤを用いる例について説明したが、発光
素子は、ＬＥＤに限られるわけではなく、その他の発光素子が使用できることは言うまで
もない。
【符号の説明】
【０３４９】
　１，１Ｂ，１Ｃ，１Ｇ，１Ｍ…電子ペン、２，２Ｍ…筐体、３，３Ｂ，３Ｃ，３Ｄ，３
Ｅ，３Ｆ…電子ペン用カートリッジ、４…ノックカム機構、２００…位置検出装置、２１
０…センサ、３１１…コイル、３４０Ｒ…共振回路、３４１…コンデンサ、３４２，３４
２ｒ，３４２ｇ，３４２ｂ，３４２Ｄ…ＬＥＤ、３４３，３４３Ｄ…信号生成回路
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